
このたびは、弊社製品をお買い上げいただきありがとうございます。 
この説明書には、フジフイルムデジタルカメラ ファインピックスS602の
使い方がまとめられています。 
内容をご理解の上、正しくご使用ください。 

本製品の関連情報はホームページをご覧ください。 
http://www.fujifilm.co.jp/または http://www.finepix.com/
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はじめに

eご使用の前に必ず別冊の「安全上のご注意」をお読みください。

■撮影の前には試し撮りを
大切な撮影（結婚式や海外旅行など）をするときに
は、必ず試し撮りをし、画像を再生して撮影され
ていることを確認してください。
＊本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要し
た諸費用および撮影により得るであろう利益の
喪失など）については補償いたしかねます。

■著作権についてのご注意
あなたがデジタルカメラで記録したものは、個人
として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者
に無断で使用できません。なお、実演や興行、展示
物などのうちには、個人として楽しむなどの目的
であっても、撮影を制限している場合があります
のでご注意ください。また、著作権の目的となって
いる画像やファイルの記録されたメディア（スマー
トメディアおよびマイクロドライブ）の転送は、著
作権法の規定による範囲内で使用する以外はご利
用いただけませんので、ご注意願います。

■液晶について
液晶パネルが破損した場合、中の液晶には十分に
注意してください。万一以下の状態になったとき
は、それぞれの応急処置を行ってください。
y皮膚に付着した場合：
付着物をふき取り、水で流し、石けんでよく洗
浄してください。
y目に入った場合：
きれいな水でよく洗い流し、最低15分間洗浄し
たあと、医師の診断を受けてください。
y飲み込んだ場合：
水でよく口の中を洗浄してください。大量の水
を飲んで吐き出したあと、医師の手当を受けて
ください。

■ラジオ、テレビなどへの電波障害につい
てのご注意

y本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協
議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装
置です。本製品は、家庭環境で使用することを
目的としていますが、本製品がラジオやテレビ
ジョン受信機に近接して使用されると、受信障
害を引き起こすことがあります。使用説明書に
従って正しい取り扱いをしてください。
y本製品を飛行機や病院の中で使用しないでくだ
さい。
使用した場合、飛行機や病院の制御装置などの
誤作動の原因となることがあります。

■製品の取り扱いについて
本製品は、精密な電子部品で構成されております
ので、画像記録中にカメラ本体に衝撃を与えると、
画像ファイルが正常に記録されないことがありま
すのでご注意ください。

■商標について
yiMac、Macintoshは、Apple Computer, Inc.
の登録商標です。
yWindowsは、米国 Microsoft Corporationの
米国およびその他の国における登録商標です。
Windowsの正式名称は、Microsoft Windows
Operating Systemです。
ySmartMediaは株式会社 東芝の商標です。
yMicrodriveは、米国IBM Corporationの商標で
す。
yその他の社名と商品名は各社の商標または登録
商標です。
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カメラの特長/付属品

y有効画素数310万画素
y“スーパーCCDハニカム”搭載により記録画素数
2832×2128（約603万画素）

y非球面レンズを採用した高性能光学6倍ズーム
「スプレンディッシュ」搭載
yスーパーCCDハニカムの特長を生かした13.2倍
ハニカムズーム（光学6倍ズームと1Mモード時最
大約2.2倍のなめらかな（多段階）デジタルズーム
機能併用）
y外部AFセンサー（パッシブ位相差AF）とCCD AF
を併用する高速AF「ハイスピードツインAF」搭載
y起動約3秒、撮影間隔最短約1秒と軽快な操作感
yマクロ撮影機能付きオートフォーカス（マニュア
ルフォーカス機能付き）
y被写体に1cmまで近寄れるスーパーマクロ撮影
が可能
y1メガ（1280×960ピクセル）の画像を、約0.6秒
間隔で最大40コマまで撮影できるMEGA連写機能
yフル画素で撮影したい瞬間を確実にとらえるサイ
クル連写機能
y撮影画面内の49ポイントのエリアから選択でき
るエリア選択AF
yISO800/1600の高感度撮影可能（1Mモードのみ）
yマニュアル露出を含む多彩な撮影モードで細かな
条件設定が可能

yマニュアル露出時に最大15秒の長時間露出から
1/10000秒の超高速シャッターが可能
y視度調節機構付き18万画素液晶ビューファイン
ダー
y視野率100％の液晶モニター
y30フレーム/秒640×480ピクセル音声付きフ
ルフレーム動画撮影
y外部ストロボ使用可能
y被写体に適した条件を設定できる撮影シーン別
オート撮影モード
y撮影結果の確認に便利なプレビュー機能
y最大画素数でも可能な連写機能
yヒストグラム表示機能により撮影後、即座に露光
状態を確認可能
y再生ズーム機能（最大18倍）
y撮影表現を広げる多重露光機能、黒白撮影機能
y必要なときにワンプッシュで設定状態の一覧がで
きるインフォメーションボタン
yUSB接続により簡単高速に画像ファイル転送が
可能
yデジタルカメラの業界統一規格DCF＊準拠
＊DCFは電子情報技術産業協会（JEITA）で制定
された規格「Design rule for Camera File
system」の略称です。

カメラの特長

付属品

x単3形アルカリ乾電池 LR6（4本）

xストラップ（1本）

xキズ防止カバー（2個）

xストラップ金具（2個）

x金具取り付け補助具（1個）

xレンズキャップ（1個）
xレンズキャップホルダー（1個）

xA/Vケーブル
φ2.5mmミニミニプラグ×ピンプラグ：
約1.5m（1本）

xUSBインターフェースセット（1式）
・CD-ROM：Software for FinePix EX（1枚）
・専用USBケーブル（1本）
・ソフトウェア取扱ガイド（1部）

x使用説明書（本書1部）
x安全上のご注意（1部）
x保証書（1部）
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各部の名称 ＊（ ）内のページに詳しい説明があります。

モードダイヤル 

コマンドダイヤル   
             （Ｐ.17） 

連写ボタン  
（Ｐ.41） 

露出補正ボタン 
          （Ｐ.44） 

ストロボボタン  
（Ｐ.39） 

シャッターボタン 

電源レバー 

セルフタイマーランプ（P.48） 

ホットシュー（P.54） フォーカスリング      　 
（Ｐ.18、46） 

シャッター優先オート（P.34） 

絞り優先オート（P.35） 

マニュアル（P.36） 

セットアップ（P.66） プログラムオート（P.33） 

オート（P.32） 

シーンポジション（P.32） 

ムービー（P.37） 

再生モード（P.25） 

撮影モード（P.20） 

電源OFF

ストラップ取り付け部（P.8） 

ズームボタン（Ｐ.16、24） 

AE-L（AEロック）ボタン（Ｐ.18、45） 

BACKボタン（Ｐ.17） 

DISP（表示）ボタン（Ｐ.24） 

液晶ファインダー（EVF） 

視度調節ダイヤル 

フォーカス確認ボタン（Ｐ.46） 

スロットカバー（Ｐ.12） 

MENU/OKボタン（Ｐ.17） 

十字（　　　　）ボタン（Ｐ.17） 

電池カバー　 
（Ｐ.11） 

 液晶モニター 
（LCD） 

インジケーターランプ（Ｐ.22） 

  EVF/LCD（ファインダー 
  モニター切り換え）ボタン 
（Ｐ.16、21） 

三脚用ねじ穴 

スマートメディア用スロット   
（Ｐ.13） 

 

マイクロドライブ用スロット   
（Ｐ.13） 

マイクロドライブイジェクト   
ボタン（Ｐ.13） 



7

ストロボポップアップボタン（Ｐ.16、39）

（ワンプッシュAF）ボタン　 
　（Ｐ.18、46）

SHIFT（シフト）ボタン（Ｐ.19） 

（専用USB）端子（Ｐ.74、75）

スピーカー 

マイク 

A/V OUT（音声/映像出力）端子　 
（Ｐ.72）

DC IN 5V（電源入力）端子（Ｐ.72）

DC IN 5V 端子カバー 

フォーカスモード切り換えレバー（Ｐ.18、46）

端子カバー 

INFO（情報確認）ボタン（Ｐ.18、47、57）

ストラップ取り付け部（Ｐ.8）

レンズ部 

マクロ（近距離撮影）ボタン（Ｐ.45） 

ストロボ調光センサー 

ストロボ（Ｐ.39） 

外部AFセンサー 

９９９９９９９９  Ｎ 

！ＡＦ！ＡＦ 

１０００１０００ Ｆ５．６Ｆ５．６ 
２００２．１．２００２．１． １ 

Ｐ 
 

１００－９９９９１００－９９９９ 

２００２．　１．　１２００２．　１．　１ １２：００ＰＭ１２：００ＰＭ 

Ｔ Ｗ 

ズームバー 

日付 
再生モード 

日付 
撮影モード 
シャッタースピード 
AEロック 
絞り値 

撮影可能枚数 

ピクセル 
クオリティー 

電池残量警告 

電池残量警告 

AF警告 

手ブレ警告 

優先メディア 

アダプターモード 

画面の文字表示例：撮影 

再生コマ番号 

ボイスメモ 

プリント予約 

時刻 

画面の文字表示例：再生 

AFフレーム 
フォーカス 
インジケーター 

露出補正 

露出補正インジケーター 

マニュアルフォーカス 

マクロ 

ストロボモード 

セルフタイマー 

感度 

連写 



切りかき 

金具取り付け 
補助具 

切り込み ストラップ金具 
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レンズキャップとストラップを取り付けます1準備編

1

4

2

キズ防止カバーの黒い面をカメラに向け、切り
かき部分からストラップ金具を通して、カメラ
に取り付けます。
反対側も同様に、1～ 4の手順で取り付けます。

ストラップ金具の切り込みを、ストラップ取り
付け部に引っ掛けます。しっかり引っ掛かった
ら、手を添えながら、金具取り付け補助具を抜
きます。

ストラップ金具を回転させてカチッと音がする
まで完全に通します。

金具取り付け補助具およびストラップ金具の向
きに注意して、ストラップ金具をスライドさせ
るように補助具の奥まで差し込み、ストラップ
金具の切り込みを広げます。

●! 金具取り付け補助具は、カメラからストラップ金具
を取り外すときも使用しますので、大切に保管して
ください。

ストラップのカメラへの取り付けは、ストラップ金具をカメラに取り付けてからストラップを
ストラップ金具に通します。ここでは、ストラップ金具を取り付けやすくするために、金具取
り付け補助具を使って説明します。

3
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1レンズキャップのヒモを端子カバー側のスト
ラップ金具に通して取り付けます。

2レンズキャップは左右を押しながら取り付け、
取り外します。

01

02

5

●! レンズキャップをなくさないように、ヒモの取り付
けをおすすめします。

◆レンズキャップホルダーを使う◆
撮影時はレンズキャップの写り込みを防ぐため、
レンズキャップをレンズキャップホルダーに取り
付けます。

8

7

ストラップを止め具に通します。
反対側も同様に、7→ 8の手順で取り付けます。

ストラップをキズ防止カバーとストラップ金具
に通します。

6 ストラップから止め具A・Bを片側だけ外して
レンズキャップホルダー、止め具A、止め具B

の順にストラップに通します。

レンズキャップホルダー 

止め具 
止め具 
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電池を入れます

使用する電池

単3形アルカリ乾電池（4本）、または単3形ニッケル水素電池（4本 別売）

◆電池について◆
y外装チューブが破れたりはがれている電池は絶対に使用しない
でください。ショートにより電池の液もれ、発熱により重大な
事故の原因となります。
yリチウム電池やマンガン乾電池、ニカド電池は使用しないでく
ださい。
y種類の違う電池や、新しい電池と使用した電池を混ぜて使用しないでください。
yアルカリ乾電池は銘柄により電池寿命に差があり、付属のアルカリ乾電池に比べ、電池寿命が
短い場合があります。また、アルカリ乾電池はその特性上、寒冷地（＋10℃以下）では使用時間
が短くなります。
y電池の電極に皮脂などの汚れがあると、電池作動可能時間が極端に短くなることがあります。
y電池についてのご注意は80ページをご参照ください。

◆単3形ニッケル水素電池を使用するときは◆
ニッケル水素電池の充電には、別売の充電器（➡78ページ）が必要です。

y必ず指定の電池（弊社製）をご使用ください。指定外の電池（マンガン乾電池・アルカリ乾電池・
リチウム電池）を充電すると、電池の破裂・液もれにより、火災・けがの原因になったり、周囲
を汚損する恐れがあります。
yニッケル水素電池は電極に汚れがあると充電できない場合があります。念のため充電前に電池
の電極、充電器の端子を乾いたきれいな布などで清掃することをおすすめします（特に初めて充
電されるときには電極と端子を清掃したあと、充電器への電池の脱着を数回繰り返した上で充
電を開始することをおすすめします）。
y新しい電池と使用した電池を、混ぜて充電しないでください。
yお使いになる前に必ず充電してください。お買上げ時や長い間使用していなかった電池は、十
分に充電されないこと（電池残量警告がすぐに表示されて、電池作動可能枚数/時間が少ない場
合）があります。これは電池の特性によるもので故障ではありません。充電して使用することを
3～4回繰り返すと十分に充電できるようになり、電池作動可能時間が長くなります。
yニッケル水素電池の容量が残っている状態で充電を繰り返すと「メモリー効果」＊が発生して早め
に電池残量警告が出ることがあります。最後まで使いきってから充電することで正常な状態に
戻ります。
＊メモリー効果：電池の容量が見かけ上低下したような特性を示す現象

外装チューブ 
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3

2

電池カバーをスライドさせて開けます。

1電池カバーを閉めます。
2電池カバーで電池を押し込みながら、3スライ
ドさせます。

電池を表示に従って正しく入れます。

電池カバーは、絶対に電源を入れたまま開けな
いでください。メディアまたは画像ファイルな
どが破壊されることがあります。

02 03

01

◆電池カバーが閉まらないときは◆
電池カバーを引っぱりながら閉めます。

●! 電池カバーに無理な力を加えないでください。
●! 電池カバーを開閉するときは、電池を落とさない
ように注意してください。



メディアを入れます

12

本機では記録媒体として、スマートメディアまたはマイクロドライブを使用できます。

xスマートメディアとマイクロドライブを同時にセットした場合は、「優先メディア」として設
定されているメディアに記録されます（➡設定編 66ページ）。
x本機で両メディア間のコピーは行えません。

スマートメディア™（別売）

●! ライトプロテクトシールがはられていると、記
録、消去ができません（➡61ページ）。

●! 本カメラでの動作保証は弊社製スマートメディ
アのみとなります。

●! 3.3V仕様品の中には「3V」または「ID」という表
示のものがあります。

●! スマートメディアについてのご注意は81ページ
をご参照ください。

スマートメディアは必ず3.3V仕様をお使い
ください。
yMG-4SB（4MB）
yMG-8SB（8MB）
yMG-16SB（16MB）
yMG-16SW（16MB：ID付き）
yMG-32SB（32MB）
yMG-32SW（32MB：ID付き）
yMG-64SW（64MB：ID付き）
yMG-128SW（128MB：ID付き）

マイクロドライブ（別売）

●! マイクロドライブは小型軽量のハードディスク・
ドライブです。回転系記録媒体なので、スマート
メディアに比べ振動や衝撃に強くありません。
マイクロドライブを使用する場合は、カメラに
振動や衝撃を与えないよう十分にご注意くださ
い（特に記録中や再生中にはご注意ください）。

●! マイクロドライブ使用時はニッケル水素電池の
使用をおすすめします。

●! マイクロドライブについてのご注意は81ページ
をご参照ください。

yマイクロドライブキット MK-1（340MB）
yマイクロドライブキット MK-2（1GB）

1 電源レバーを“OFF”に合わせインジケーターラ
ンプが消灯していることを確認してから、スロッ
トカバーを開けます。

●! 電源が入った状態でスロットカバーを開けると、
保護のため電源が切れます。
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2

3 スロットカバーを閉めます。

金色のマーク 

スマートメディアスロットにスマートメ
ディアを確実に奥まで差し込みます。

◆スマートメディアの交換◆
スロットカバーを開け、スマートメディアを
「軽く押し込む」と、スマートメディアが少
し飛び出しますので、簡単に取り出せます。

◆マイクロドライブの交換◆
スロットカバーを開け、イジェクトボタンを
押し、マイクロドライブを取り出します。

イジェクト 
ボタン 

マイクロドライブスロットにマイクロド
ライブを確実に奥まで差し込みます。

スマートメディア マイクロドライブ

●! マイクロドライブやスマートメディアのスロットに適合メディア以外を入れないでください。故障の
原因となります。

●! 向きが間違っていると奥まで入りません。また、無理な力を加えないでください。
●! スマートメディアが確実に奥まで入っていないと“∂”が表示されます。

●! スマートメディアを保管するときは、必ず専
用の静電気防止ケースに入れてください。

●! マイクロドライブを保管するときは、必ず専
用の保護ケースに入れてください。



電源のON/OFF・日時の設定

14

1

2
日付がクリアされています 

設定しますか？ 

ＯＫＯＫ ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

●! あとで設定するときは“BACK”ボタンを押します。
●! 日時を設定しないと電源を入れるたびに確認画面が
表示されます。

初めて電源を入れると、日付がクリアされてい
ます。“MENU/OK”ボタンを押して日時を設定
します。

電源を入れるには電源レバーを“q”または“Q”
に合わせます。電源を入れるとインジケーター
ランプ［緑］が点灯します。
電源を切るには“OFF”に合わせます。

“U”モードのときはレンズ部が動きます。精密
部品のため、手で押さえないでください。
“…”や“¬”が表示
され誤作動や故障の原因になります。また、レ
ンズに指紋がつかないようにご注意ください。
撮影画の画質低下の原因になります。

3

4

1“g”で年・月・日・時・分を選びます。
2“f”で修正します。

“MENU/OK”ボタンを押すと、撮影または再生
モードになります。

●! 秒は設定できませんが、時刻を正確に合わせたいと
きは時報のゼロ秒時に“MENU/OK”ボタンを押し
ます。

●! 設定した日時は、ACパワーアダプターを接続また
は電池を入れて約1時間以上経過していれば、カメ
ラから両方とも取り外しても、約10日間保持され
ます。

●!“a”または“b”を押し続けると数字が連続して変わ
ります。

●! 時刻表示で“12:00:00”を越えると、自動的にAM/
PMが切り換わります。

日時設定 

２００２　．　０４　．　２０２００２　．　０４　．　２０ 

　１２　：　１２　：　００　　００　：　００　ＰＭ：　００　ＰＭ 

ＯＫ ＢＡＣＫ 

01 02

日時設定 

２００２　２００２　．　０１　．　０１．　０１　．　０１ 

　１２　：　００　：　００　ＡＭ　１２　：　００　：　００　ＡＭ 

ＯＫ ＢＡＣＫ 
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◆電池残容量の確認◆

赤点滅 

赤点灯 

表示なし 

電源を入れ電池容量表示を確認します。
1電池の残容量は十分です（表示なし）。
2電池の残容量が不足しています。まもなく電源
が切れますので、電池の交換をおすすめします。

3電池の残容量がありません。ただちに表示が消
えて動作を終了します。電池を交換してくださ
い。

機能有効時は、約30秒間操作をしないと画面などが消え、消費電力を抑えます（➡71ページ）。
その後しばらく放置（2分または5分）すると自動的に電源が切れます。電源を入れ直すには、いっ
たん電源レバーを“OFF”に合わせ、再度“q”または“Q”に合わせます。

◆オートパワーセーブ機能◆

撮影可能枚数について

画面に撮影可能枚数が表示されます。

AUTOAUTO ２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

００４９００４９ Ｎ 

■メディア標準撮影枚数
被写体によって記録されるデータ量が一定ではないため、記録後の撮影可能枚数が減らないか、または
2コマ減る場合があります。また、撮影枚数はメディアの容量が大きくなるほど、標準枚数との差が大
きくなる場合があります。

＊メディアをフォーマットした状態の撮影可能枚数です。

クオリティー

画像1枚のファイルサイズ

MG-4S（4MB）

MG-8S（8MB）

MG-16S（16MB）

MG-32S（32MB）

6

12

25

50

12

25

49

99

30

61

122

247

約2.4MB 約1.2MB 約620KB 約320KB 約130KB

FINE NORMAL

MG-64S（64MB）

MG-128S（128MB）

26

53

13

6

3

1

約18MB

HI

3

7

1

0

0

0

56

113

28

13

6

3

101

204

198

398

497

997

ピクセル
（記録画素数）

3 2832×2128
（約603万）

4640×480
（約31万）

FINE NORMAL NORMAL

8

17

33

68

2

6

12

25

6

13

26

53

約460KB 約1.3MB 約590KB

137

275

50

102

107

215

2 2048×1536
（約315万）

1 1280×960
（約123万）

BASIC FINE NORMAL

MK-1（340MB） 14719 311 566 1119 2729765 279 589

MK-2（1GB） 44359 938 1642 3285 82132190 842 1729

●! ピクセル（画像サイズ）/クオリティー（圧縮率）の変
更は、67ページをご参照ください。

●! 工場出荷時設定は、1（ピクセル）、N（クオリティー：
NORMAL）です。

●! 動画撮影中にC赤点滅になると自動的に撮影が停止します。
●! 残容量のない電池（C赤点滅）は、レンズが収納されないで電源が切れるなど故障の原因となるた
め、再利用しないでください。
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基本操作

●ファインダー(EVF)とモニター（LCD）の 
　切り換え 
“EVF/LCD”ボタンを押すたびに切り換え 
できます。撮影状況に応じて使用します。 
 
 

●ズーム操作 

●電源ON/OFFと撮影／再生の切り換え 
　電源レバーを操作することで切り換え 
　できます。 

撮影時：望遠にするにはT側を押します。 
　　　　広角にするにはW側を押します。 
 
再生時：拡大するにはT側を押します。 
　　　　等倍にするにはW側を押します。 

EVF

LCD

●ストロボポップアップ 
ストロボ撮影するときに、ストロボポップ 
アップボタンを押して、ストロボをポップ 
アップします。 

●撮影モードの切り換え 
モードダイヤルを回すことで撮影モー 
ドを切り換えできます。 

画像撮影 

動画撮影 

設定 

（オート撮影） 

（シーンポジション） 
 

（マニュアル撮影） 

（シャッター優先オート） 
 

（プログラムオート） 

（ムービー（動画）撮影） 

（セットアップ） 

（絞り優先オート） 
 

2基本編
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●メニューの操作 

  1メニューの表示 
    “MENU/OK”ボタンを 
      押します。 

2メニューの選択 
　十字ボタンの左、右を 
　押します。 

3設定の選択 
　十字ボタンの上、下を 
　押します。 

4設定の決定 
　“MENU/OK”ボタン 
　を押します。 

●BACKボタン 
操作を途中でやめる
ときなどに、このボ
タンを押します。 

使用説明書では、上、下、左、
右を三角マークで表します。 
上・下のときは“　　”となり、
左・右のときは“　　”となり
ます。 

 

●コマンドダイヤル 
撮影モードでコマンドダイヤルを回すと、プログラ
ムシフトやシャッタースピード設定、絞り設定など
ができます。 
 

感度感度 

ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチマルチ ２００２００ ＯＦＦＯＦＦ 

１６０１６０ 
２００２００ 
４００４００ 
８００８００ 

感度感度 

ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチマルチ ２００２００ ＯＦＦＯＦＦ 

１６０１６０ 
２００２００ 
４００４００ 
８００８００ 

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

ＯＦＦＯＦＦ 

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

連写 
“   ”ボタンを押しながらコマンドダ
イヤルを回して設定します。 

ストロボ 
ストロボをポップアップして“   ”ボ
タンを押しながらコマンドダイヤルを
回して設定します。 

露出補正 
“   ”ボタンを押しながら、コマンド
ダイヤルを回して設定します。 

： 

： 

： 
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基本操作

●DISPボタン 
画面の表示を切り換えます。 
 

●マクロボタン 
近距離撮影で使用します。このボタンを押すと、次のようにモードが切り換わります。 
マクロ→スーパーマクロ→マクロ解除 
撮影可能距離：マクロ　　　　　10cm～80cm 
　　　　　　　スーパーマクロ　1cm～20cm 
　　　　　　　マクロ解除 　　　広角側：50cm～無限遠、望遠側：90cm～無限遠 

●AE-Lボタン 
ボタンを押している間、露出を固定
します。 

●視度調節ダイヤル 
ファインダー内の像を見やすくします。
AFフレームが最もシャープに見える位
置に合わせてください。 

●フォーカス確認ボタン 
このボタンを押すと、画面中央部が拡
大表示されます。細部のピントを確認
するときに使用します。 

文字表示あり 

フレーミングガイド表示 

文字表示なし 
 

文字表示あり 

文字表示なし 

マルチ再生 

再
生
モ
ー
ド 

撮
影
モ
ー
ド 

●フォーカスリング 
ピントを調節します。 
MFでのみ使用できます。 

●SHIFTボタン 
次ページ参照。 

●フォーカスモード切り換えレバー 
AF（オートフォーカス）、MF（マニュアルフォー
カス）を切り換えます。 

●INFOボタン 
ボタンを押している間、情報を表示します。 
撮影モード：現在の設定値（ISO感度、シャープネスなど）を
　　　　　　表示します。 
再生モード：表示している画像の情報を確認できます。 

●ワンプッシュAFボタン 
いったんAFでピント合わせします。MFでの
み使用できます。 

００４９ Ｎ 

２５０ Ｆ５．６ 
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●SHIFTボタン 
“SHIFT”ボタンを1秒以上押すと、SHIFTガイダンスが表示されます。 
　表示されている組み合わせでボタンを押すと、対応する設定項目に素早くアクセ 
　スすることができ、便利です。 
   モードによって、使用できる機能は違います。以下の例は撮影モードの手順です。 

セルフタイマー 
“SHIFT”ボタンを押しながら、“AE-L”ボタ
ンを押すと2秒/10秒/OFFが切り換わりま
す。 

ピクセル 
“SHIFT”ボタンを押しながら、“MENU/OK”
ボタンを押すとメニューが表示されます。 
“           ”で設定を選び、“MENU/OK”ボ
タンで決定します。 

モニター明るさ・音量調節 
“SHIFT”ボタンを押しながら、“DISP”ボタ
ンを押すとメニューが表示されます。 
“    ”で項目を選び、“    ”で設定を変更し
ます。“MENU/OK”ボタンで決定します。 
ただし、音量は再生モードでのみ調節でき
ます。 

各設定項目の詳細については、以下のページ
をご覧ください。 

感度、測光、ホワイトバランス 
“SHIFT”ボタンを押しながら、各ボタンを
押し、コマンドダイヤルで設定を変更します。
ボタンから指を離すと決定します。 

ピクセル設定 

セルフタイマー 

感度 

測光 

ホワイトバランス 

67ページ 

48ページ 

49ページ 

52ページ 

50ページ 

 

Ｆ５．６Ｆ５．６ ２５０２５０ 

００４９００４９ Ｎ 

００４９００４９ Ｎ 

スポット マルチ アベレージ 

Ｆ５．６Ｆ５．６ ２５０２５０ 

４００４００ ２００２００ ８００８００ 

明るさ 

ＯＫ ＢＡＣＫ 

Ｆ５．６Ｆ５．６ ２５０２５０ 

DISPDISPDISPDISPモニター明るさ 

ピクセル 

ホワイトバランス 
測光 
感度 

ＳＨＩＦＴガイダンス 

＋ 
＋ 
＋ 

セルフタイマー 

＋ 

Ｎ ００４９００４９ 

“SHIFT”ボタンを1秒以上押す 

ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ 
Ｎ 

ピクセル 

Ｆ 

ＯＫ ＢＡＣＫ 

Ｆ５．６Ｆ５．６ 

００４９００４９ 

２５０２５０ 

Ｎ 

OFF 
（表示なし） 



20

実際に操作してみましょう

1

2

1電源レバーを“U”にし、2モードダイヤルを
“R”に合わせます。3フォーカスモード切り
換えレバーを“AF”に合わせます。

x撮影可能距離
広角側：約50cm～無限遠
望遠側：約90cm～無限遠

●! 近距離撮影ではマクロを設定してください（➡45ペー
ジ）。

●! レンズが汚れていないか確認してください。汚れて
いる場合は、79ページを参照してレンズをきれい
にしてください。

01 02

03

ストロボポップアップボタンを押して、ストロ
ボをポップアップします。

準備編をお読みいただき、撮影の準備が終わっていることと思います。
基本編では、「撮る」➡「見る」➡「消す」という基本操作を説明していきます。
実際に操作しながら、基本操作をマスターしましょう。

撮影してみましょう（オート撮影）

●!“∂”“ƒ”“å”
“˙”が表示された場合は、82
ページをご参照ください。

●! ストロボをポップアップしたときや、ストロボ撮影
をした場合、ストロボを充電するために映像が消え
て黒い画面になる場合があります。このときインジ
ケーターランプが橙色の点滅をします。

●! 雪のときやほこりの多い環境でストロボ撮影する
と、ストロボの反射で画像に白点が写ることがあり
ます。

カシ
ャ

カシ
ャ
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4

5

6

3

両脇を締め、両手でカメラを構えます。

被写体を大きく写したいときは、“T”（望遠）を押
します。広い範囲を写したいときは、“W”（広角）
を押します。このとき画面に“ズームバー”が表
示されます。

x光学ズーム焦点距離（35mmカメラ換算）
約35mm～210mm相当
最大ズーム倍率 6倍

●! 光学ズームとデジタルズーム（➡24ページ）の切り換
わり時は、いったんズームが止まります。もう一度
同じ方向に押すと切り換わります。

視度調節ダイヤル

EVF

LCD

“EVF/LCD”ボタンを押すたびに、ファインダー
（EVF）とモニター（LCD）のどちらを使用する
か切り換えできます。ファインダー（EVF）内の
AFフレームが見にくいときは、視度調節ダイヤ
ルで調節してください。

EVF/LCDの切り換え設定は、モード切り換え・
電源OFFでも保持されます。

Ｔ Ｗ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

００４９００４９ Ｎ 

ズームバー 

レンズ、AFセンサー、ストロボ調光センサーや
マイクに、指やストラップが掛からないように
してください。指やストラップが掛かると、適
正な撮影ができないことがあります。



カシャ 
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撮影してみましょう（オート撮影）

表　示 状　態

■インジケーターランプ表示について

緑点灯

緑点滅

緑・橙の交互点滅

橙点滅

赤点滅

準備完了（撮影可能）

AF・AE動作中または手ブレ、AF警告（撮影可能）

ストロボ充電中（ストロボ発光しません）

zメディアについての警告
未挿入、未フォーマット、フォーマット異常、ライトプロテクトシール（スマート
メディア）がはられている、空き容量がない、メディア異常
zレンズ動作異常

メディアに記録中（撮影可能）

橙点灯 メディアに記録中（撮影不可）

＊画面に詳しい警告が表示されます（➡82、83ページ）。

9

8 シャッターボタンを半押しすると、“ピピッ”と
音が鳴りピントが合います。そのとき画面のAF
フレームが小さくなり、シャッタースピード/絞
り値が決定されます。

●! 撮影前に画面で見る画像と実際に記録される画像は、
明るさや色などが異なる場合があります。必要に応
じて、再生してご確認ください（➡25ページ）。

●!“ピピッ”と音が鳴らずに画面に“ ”が表示された
ときは、ピントが合っていません。

●! シャッターボタンを半押しすると、一時的に画面の
映像が止まりますが記録される画像とは異なります。

●!“ ”が表示された場合（暗くてピントが合わない
など）、被写体から2m程度離れて撮影してください。

２５０２５０ Ｆ５Ｆ５.６ 

半押しのままさらにシャッターボタンを押し込
むと（全押し）、“カシャ”と音が鳴り撮影されま
す。

●! 撮影可能枚数が「黄色」のときは、「白色」になるまで
撮影できません。

●! シャッターボタンをいっきに全押しすると、AFフレー
ムは変化せず“ピピッ”音は鳴りませんが撮影されて
います。

7

２５０２５０ Ｆ５Ｆ５.６ 

Ｎ ００４９００４９ ００４９００４９ Ｎ 
被写体がAF（オートフォーカス）フレーム全体
を満たすようにねらいます。

●! 被写体がAFフレームから外れてしまう場合は、AF/
AEロック撮影を行ってください（➡23ページ）。



カシャ 
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このような構図では被写体（この場合は人物）が
AFフレームから外れています。このまま撮影す
ると人物にピントが合いません。

被写体がAFフレームに入るようにカメラを少し
動かします。

1

4

3

2

Ｎ ００４９００４９ ００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５Ｆ５.６ 

Ｎ ００４９００４９ ００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

◆AF（オートフォーカス）/AE（オートエクスポージャー）ロック◆
このカメラでは、シャッターボタンを半押しするとピントと露出を固定（AF/AEロック）します。画面の
端の被写体にピントを合わせたり、露出を決めてから構図を変えたい場合には、AF/AEロックをしてから
構図を変えて撮影するときれいに撮影できます。
yAFでピントが合わず、AF/AEロックで適切な露出で撮影できない場合
AFフレームを主被写体に合わせてAEロック（➡45ページ）します。AFフレームをほぼ同じ距離の他の
被写体に合わせシャッターボタンを半押しし、構図をし直して撮影します。

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

そのままシャッターボタンを半押し（AF/AEロッ
ク）し、画面のAFフレームが小さくなり、“シャッ
タースピード/絞り値”が表示（インジケーター
ランプ［緑］が点滅から点灯）されるのを確認し
ます。

シャッターボタンを半押し（AF/AEロック）のま
ま最初の構図に戻して、さらにシャッターボタ
ンを押し込みます。

●! AF/AEロック操作は、シャッターを切る前なら何回
でもやり直せます。

●! AF/AEロック撮影は、どのような撮影方法でも有効
です。AF/AEロックをうまく活用しましょう。

AF/AEロック撮影



文字表示あり 

フレーミングガイド表示 

文字表示なし 
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撮影してみましょう（オート撮影）

“R・>・B・M・N・<”の撮影モードで設
定できます。
“DISP”ボタンを押すごとに画面の表示が切り
換わります。“DISP”ボタンを押して“フレーミ
ングガイド”を表示します。

●! フレーミングガイドは画像に記録されません。
●! 縦横3分割フレームのラインは、縦横の記録画素数
の3分割の目安です。プリントすると3分割の位置
から少しずれる場合もあります。

必ずAF/AEロックを使って構図を決めてください。AF/AEロックをしないとピントが合わないことがあります。

◆重要◆

縦横3分割フレーム

主要な被写体を縦横の交点に配置したり、横
のラインに地平線や水平線を合わせて使用し
ます。
被写体の大きさやバランスを見ながら、意図
的な構図で撮影できます。

００４９００４９ N ００４９００４９ N

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

デジタルズーム

ピクセル（画像サイズ）設定が“2”“1”か“4”
の場合はデジタルズームできます。

●!“3”ではデジタルズームはできません。
●! ピクセル（画像サイズ）設定の変更（➡67ページ）。
●! ズームしてピントがずれた場合、シャッターボタン
を半押ししてください。

ズームバーの“ ■”の位置でズームの状態が分か
ります。

y区切りより右の場合はデジタルズーム、区切りよ
り左の場合は光学ズームです。
yズームボタンを押すと“ ■”が左右に動きます。
yデジタルズームと光学ズームを切り換える際に、
いったん“ ■”が停止します。もう一度同じ方向
に押すと、“ ■”が動いて切り換わります。

1

2
光学ズーム 

デジタルズーム 

ズームバー表示 

Ｔ Ｗ 

Ｔ Ｗ 

Ｔ Ｗ 

xデジタルズーム焦点距離（35mmカメラ換算）
2：約210mm～約294mm相当　最大ズーム倍率 1.4倍
1：約210mm～約462mm相当　最大ズーム倍率 2.2倍
4：約210mm～約924mm相当　最大ズーム倍率 4.4倍

●! 光学ズームは約35mm～約210mm相当（35mmカメラ換算）です。

ベストフレーミング
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画像を見るには（再生）

1電源レバーを“Q”に合わせます。
2“c”順送り、“d”逆送りで画像を見ることが
できます。

◆再生できる静止画について◆
本機で記録した静止画、または弊社製デジタルカメラ FinePixシリーズ、CLIP-IT80/50、DS-
30/20/10およびDS-260HD/250HD/230HD、あるいはそのほかのDCF対応カメラで、
3.3V仕様のスマートメディアおよびマイクロドライブに記録した静止画（一部の非圧縮を除く）が
再生できます。

●! 電源レバーを“Q”に合わせたときは、最後に撮影
した画像が再生されます。

●! 再生時にレンズが出ているときは、約30秒間操作
しないとレンズ保護のため、レンズが格納されます。

１００－０００５１００－０００５ 

画像の早送り

再生中に“d”または“c”を約1秒間押し続ける
と、画像を早送りできます。

●! メディア内のおおよその再生位置が、目安となるバー
で表示されます。

再生モードでは“DISP”ボタンを押すごとに画
面の表示が切り換わります。“DISP”ボタンを
押してマルチ再生（9コマ）にします。

マルチ再生

文字表示あり 

文字表示なし 

マルチ再生 

１００－０００５１００－０００５ １００－０００５１００－０００５ 

２００２．　４．２０２００２．　４．２０ １２：００ＰＭ１２：００ＰＭ 

１００－０００５１００－０００５ 

1“fg”でカーソル（橙色の枠）を動かして、
コマを選べます。数回“a”か“b”を押すと
次のページに切り換わります。

2もう一度“DISP”ボタンを押すと、選んだ画
像を大きく表示することができます。

01 02

01 02
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画像を見るには（再生）

再生ズーム

1コマ再生中にズームボタンを押すと静止画
をズーム（拡大）します。このとき“ズームバー”
が表示されます。

xズーム倍率
3 2832×2128ピクセル画像：最大18倍
2 2048×1536ピクセル画像：最大13倍
1 1280×960ピクセル画像 ：最大8倍
4 640×480ピクセル画像 ：最大4倍

●! 再生ズーム中はマルチ再生はできません。

移動

“fg”を押すと、見える範囲を移動でき
ます。

＊4以下はプリントに適さないため、トリミングの文
字が消えトリミング保存できません。

■画像サイズについて

トリミング

記録記録　ＯＫ？　ＯＫ？ 
ＶＧＡＶＧＡ 

トリミングトリミング 

ＯＫＯＫ ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

保存されるサイズを確認し、“MENU/OK”ボタ
ンを押します。トリミングした画像は別ファイ
ルで保存されます。

トリミングトリミング ＯＫＯＫ 

“MENU/OK”ボタンを押して
トリミングします。

2

4

1

プリントに適しています。

プリント時の画質が低下するため、トリミ
ングの文字が黄色になります。

プリントに適しています。

ズーム倍率によって保存される画像サイズが
変わり、VGAになる場合は“Hトリミン
グ”の文字が黄色になります。
さらにVGA以下になると“Hトリミング”
表示が消えます。

トリミングトリミング ＯＫＯＫ 

ズームバー 

1コマ再生

再生ズームを解除するには
“BACK”ボタンを押します。
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1

3

2

1再生中に“MENU/OK”ボタンを押してメニュー
を表示します。

2“g”で“p”消去を選びます。

1“f”で“1コマ”を選びます。
2“MENU/OK”ボタンを押して決定します。
全コマ、フォーマット（初期化）について詳し
くは60ページをご参照ください。

消去消去 

1コマコマ 
全コマ全コマ 
フォーマットフォーマット 

戻る戻る 

01 02

02

消去消去 

1コマコマ 
全コマ全コマ 
フォーマットフォーマット 

戻る戻る 

1“g”で消去するコマ（ひとつのファイル）を
選びます。

2“MENU/OK”ボタンを押すと表示中のコマ
（ひとつのファイル）を消去します。

続けて消去するには12を繰り返します。

誤って画像を消去すると、元に戻せません。ご注意ください。

02

このコマを消去このコマを消去　ＯＫ？ＯＫ？ 

１コマコマ １００－０００５１００－０００５ 

ＯＫＯＫ ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

01

01

画像を消すには（1コマ消去）

1コマ再生に 
戻ります 



※1 AFロック撮影

※2 マクロのON/OFF
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ピントについて（距離）3応用編 撮影

被写体からカメラまでの距離を撮影距離といいます。
撮影距離が正しく設定されて、シャープな像を確認できることを“ピントが合っている”といい
ます。

■ピントを合わせる2つの方法－AFとMF
ピントを合わせる機構として、AF（オートフォーカス）、およびMF（マニュアルフォーカス）
があります。

AF：AFフレーム内の被写体に自動的にピントを合わせることができます。シャッターボタ
ンを半押しすると、ピント合わせを実行します。

本機は、外部AFセンサー（外光パッシブ位相差AF）により、従来機種と比べ高速なAF動作を行
います。外部AFセンサーは、マクロ・スーパーマクロ・デジタルズーム・エリア選択AF使用
時および「アダプター設定あり」のときは機能しません。外部AFセンサーが汚れていると、ピン
ト合わせが遅くなることがあります（➡84ページ）。

◆AFセンサーについて◆

MF：フォーカスリングを回してピントを合わせます。

■ピントが合わない原因と対処方法

原因 対処方法

被写体がAFフレーム内にいない

AFの苦手な被写体

撮影距離範囲外

高速で移動する被写体

AFロック撮影（※1）、MF撮影

AFロック撮影（※1）、MF撮影

マクロのON/OFF（※2）

MF撮影（撮影距離を固定して撮影する＝置きピン）

被写体
をとら
える

構図を
戻して
撮影

半押しでピントを合わせる

◆オートフォーカスの苦手な被写体◆

広角側：50ｃｍ～無限遠 
望遠側：90ｃｍ～無限遠 
 

10cm～80cm 1cm～20cm

マクロ　OFF マクロ　ON スーパーマクロ　ON

y高速で移動する被写体
yAFフレーム付近に主被写体の他に明暗差がはっ
きりしている被写体が手前や後方にあるとき
（コントラストの強い背景の前の人物など）

ピント

y鏡・車のボディなど光沢があるもの
yガラス越しの被写体
y髪の毛や毛皮のように光を反射しにくいもの
y煙や炎などのように実体のないもの
y被写体が暗いとき
y被写体の明暗差がはっきりしないとき（白壁や
背景と同色の服を着ている人物など）



露出について（絞りとシャッタースピード）
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「光がCCDに当たること」、「取り込んだ光の総量」を“露出”といい、それによって画像の明るさ
が決まります。
露出は絞りとシャッタースピードの組み合わせで決まります。被写体の明るさやISO感度など
を考慮して、カメラが自動的に露出を決めることをAE（自動露出）といいます。

左図は、一定露出を保つように、絞りとシャッタースピー
ドを変更していったときの様子を表しています。
y絞りを一段絞ると、シャッタースピードが一段遅くなり
ます（点が左上に動く）。
y絞りを一段開くと、シャッタースピードが一段速くなり
ます（点が右下に動く）。
y絞りまたはシャッタースピードが範囲外になるような組
み合わせは選べません（白い点）。
y撮影モード“P/S/A”では、この直線上の移動を簡単に行
うことができます。
yこの直線を平行移動して、撮影される画像の明るさを調
節することを露出補正といいます。

絞
る 

（
絞
り
） 

開
く 

遅い （シャッタースピード） 速い 

絞る 開く

露出

AEロック：露出合わせの目標で露出を決め、固定します。次の手順で撮影してください。
$ボタン押し（露出合わせ・固定）➡ シャッター半押し（ピント合わせ・固定）➡ 

シャッター全押し（撮影）
露出補正：AEで設定された露出を基準（0）にし

て、明るめ（＋）、暗め（－）に補正し
ます。オートブラケティングを使う
と、“－・0・＋”の3コマを一度に
撮影できます。

◆適正な露出が得られないときは◆

－ 0 ＋

動きのある被写体を撮影する際に調整すると、「動きの一瞬をとらえる」、「動きを表現する」と
いった効果が得られます。

被写体が止まったように
撮影されます。

被写体の軌跡が撮影され
ます。

調整すると、ピントの合う範囲（被写界深度）が変化します。

被写体の前後にもピント
が合って撮影されます。

背景がぼやけて撮影され
ます。

速い 遅い

シャッタースピード

絞り



撮影シーンや仕上がりのイメージを考慮しながら、設定を行います。
おおまかな流れは次のようになります。

感度感度 

ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチマルチ ２００２００ ＯＦＦＯＦＦ 

１００１００ 
１６０１６０ 
４００４００ 
８００８００ 
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撮影～設定手順

1 撮影モードを選ぶ（➡32～38ページ）

R すべての設定をカメラに任せます。
> 撮影シーンに適した撮影モードです。
B/M/N 絞り・シャッタースピードを変更し、「一瞬をとらえる」「時間の

流れをとらえる」「背景をぼかす」といった効果を得ます。
< すべての設定を調節できます。
T 動画を撮影します。

2 必要に応じて、撮影機能を設定する（➡39～46ページ）

z ストロボ 暗い場所での撮影、逆光時の撮影などで使用します。

e マクロ/ スーパーマクロ 近距離撮影で使用します。

$AEロック 露出を固定します。

L 露出補正 AEの露出を基準（0）として、明るく（＋）または暗
く（－）撮影します。

AF/MF切り換え ピント合わせの自動（AF）/手動（MF）を切り換え
ます。

t連写 連続撮影/オートブラケティング（露出補正）撮影
できます。

3 撮影（露出とピントを確認する➡構図調整➡シャッターを全押し）する

★ メニューを使って、さらに詳細な設定を行えます（➡47～56ページ）

このような仕上がりにしたい 設定例

モードダイヤルを“M”に合わせ、シャッタースピードを
遅くします（手ブレを防ぐため三脚を使用します）。

被写体の動き（時間の流れ）を表現したい

モードダイヤルを“M”に合わせ、シャッタースピードを
速くします。

動いている被写体が、止まっているように表現したい

モードダイヤルを“N”に合わせ、絞りを開きます。背景をぼかしてメインの被写体を強調したい

モードダイヤルを“N”に合わせ、絞りを絞ります。ピントの合う範囲を広くしたい

撮影メニューの「ホワイトバランス」で設定を変更します。光源によって、画像が赤みがかったり、緑がかったりす
るのを防ぎたい

AUTO撮影します（基本編参照）。シャッターチャンスを逃したくない

露出補正します。
背景が白っぽいとき：＋、背景が黒っぽいとき：－

被写体がアンダーまたはオーバー気味に撮影されるのを
防ぎ、素材感や質感をよりはっきりと鮮やかに出したい

多重露光します。多重露光では、撮影回数に応じてマイ
ナスに露出補正するのが一般的です。
2回：－1.0EV、3回：－1.5EV、4回：－2.0EV

複数の画像を合成し、アーティスティックな表現がした
い

以下にいくつかの設定例を示します。うまく使いこなせば、この他にも多彩な表現ができます。
いろいろと設定を変更して、どのような写真が撮れるか、ぜひお試しください。



ストロボ

c オート ×××××○×○×○○
n 赤目軽減 ×○○○○○×××○○

z 強制発光 ×○○○○○×○×○○

v スローシンクロ ××○×○○○××○○

! 赤目軽減＋スロー ××○×○×○××××

e マクロ/ スーパーマクロ＊ ×○○○○○××××○
$AEロック ××○○○○○
d 露出補正 ××○○○××
AF/MF切り換え ×○○○○○○

R

>

m
人
物

,
風
景

.
ス
ポ
ー
ツ

/
夜
景

+
モ
ノ
ク
ロ

B M N < T

撮影モード

機能

連写切り
換え＊

1コマ（OFF） ×○○○○○○
t 連写 ×○○○○○○
[ オートブラケティング ×○○○○××
] サイクル ×○○○○○○
A MEGA ××××××○
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絞り・シャッタースピードの調整だけでは、適正露出が得られないときは…

明るいとき
f感度を下げる
NDフィルターを使用する（別売）

暗いとき
f感度を上げる
ストロボの使用/光量補正
三脚（別売）

■モード別使用可能機能一覧

R工場出
荷設定 > B M N < T

メニュー

= セルフタイマー ×○○○○○○
f感度 ×○○○○××
a ホワイトバランス ×○○○○××
S測光 ×○○○○××
[オートブラ
ケティング

×○○○○××±1/3EV

K シャープネス ×○○○○××
&多重露光 ×○○○○××

xストロボ
（光量補正）

×○○○○××

µ 外部ストロボ ×○○○○××
r ボイスメモ ×××××○○

OFF

200

AUTO

マルチ

ノーマル

OFF

0

OFF

OFF

＊スーパーマクロ、連写では、ストロボは使用できません。

■モード別使用可能メニュー一覧
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R オート/> シーンポジション撮影モード

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５Ｆ５.６ 

モードダイヤルを“>”に合わせます。

撮影シーンに適した撮影モードです。

“>”シーンポジションモードでは、E・,・
.・/・+の5種類からシーンを選べます。コ
マンドダイヤルを回してセットします。

●!“R・>”では感度はISO 200に設定されます。

+モノクロを除きマクロの設定はできません。

R オート

> シーンポジション

1

2

モードダイヤルを“R”に合わせます。

最も簡単に撮影できる撮影用途の広い撮影モー
ドです。

使用可能ストロボ説　　明

E 人物 c・n・z・v人物撮影に適したモードです。肌の色がきれいに見え、ソ
フトな感じに仕上がります。

, 風景 ストロボは使用できません。昼間の風景撮影に適したモードです。建物や山など風景を
くっきりと仕上げます。

. スポーツ c・z動体撮影に適したモードです。高速側のシャッター優先の
撮影が行われます。

/ 夜景 !・v夕景や夜景の撮影に適したモードです。最長約3秒のスロー
シャッター優先の撮影が行われます。

+ モノクロ c・n・z・v撮影シーンを限定せず、モノクロで撮影したい場合に使用
します。
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B プログラムオート撮影モード

モードダイヤルを“B”に合わせます。

シャッタースピード/絞り以外の各種設定ができ
るオートモードです。比較的簡単にシャッター
優先・絞り優先のように撮影できます（プログ
ラムシフト）。

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５Ｆ５.６ 

コマンドダイヤルを回すと、露出値を変えずに
シャッタースピード・絞り値の組み合わせを切
り換えることができます。プログラムシフト中
は、シャッタースピード・絞り値が黄色で表示
されます。

●! プログラムシフトは次のとき自動的に解除されます。
z撮影モードを切り換えたとき
zストロボをポップアップしたとき
z撮影メニュー“µ”外部ストロボをONに設定した
とき
z再生モードに切り換えたとき
z電源が切れたとき

被写体の明るさがカメラが測光できる明るさの範
囲を超えてしまう場合は、画面内の“シャッター
スピード”および“絞り値”が「 」で表示され
ます。

プログラムシフト

◆シャッタースピード・絞り値表示について◆

００４９００４９ Ｎ 



M シャッター優先オート撮影モード
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モードダイヤルを“M”に合わせます。

シャッタースピードを設定できるオートモード
です。動きの一瞬をとらえる（高速）、動きを表
現する（低速）などの撮影ができます。

００４９００４９ Ｎ 

３２０３２０ Ｆ６．３Ｆ６．３ 

シャッタースピード 

コマンドダイヤルを回すと、シャッタースピー
ドを設定できます。

xシャッタースピードの設定
3秒～1/1000秒　1/3EVステップ

極端な露出アンダーの撮影シーンでは、絞り値
（F2.8）が「赤色」で表示されます。そのときは、
より低速側のシャッタースピード（～3秒）に設定
してください。

被写体の明るさがカメラが測光できる明るさの範
囲を超えてしまう場合は、シャッタースピードが
「 」と表示されます。そのときはシャッター
ボタンを半押しすると再測光されて、値が表示さ
れます。

Ｆ２．８Ｆ２．８ 

００４９００４９ 

１０００１０００ 

Ｎ 

1000 F2.8

００４９００４９ 

１２５１２５ 

Ｎ 

125

露出アンダー

測 光 不 可

シャッタースピード設定

◆シャッタースピード・絞り値表示について◆
極端な露出オーバーの撮影シーンでは、絞り値
（F11）が「赤色」で表示されます。そのときは、
より高速側のシャッタースピード（～1/1000秒）
に設定してください。

露出オーバー ００４９００４９ Ｎ 

Ｆ１１Ｆ１１ ２５０２５０ 

250 F11



N 絞り優先オート撮影モード
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モードダイヤルを“N”に合わせます。

絞り値を設定できるオートモードです。
背景をぼかす（開放）、遠くまでピントを合わせ
る（絞る）撮影ができます。

００４９００４９ Ｎ 

絞り 

３２０３２０ Ｆ６．３Ｆ６．３ 

コマンドダイヤルを回すと、絞り値を設定でき
ます。

x絞り値の設定
F2.8～F11 1/3EVステップ

極端な露出アンダーの撮影シーンでは、シャッター
スピード（3秒）が「赤色」で表示されます。そのと
きは、より小さい数値の絞り値（～F2.8）に設定
してください。

被写体の明るさがカメラが測光できる明るさの範
囲を超えてしまう場合は、絞り値が「 」と表
示されます。そのときはシャッターボタンを半押
しすると再測光されて、値が表示されます。

Ｆ５．６Ｆ５．６ ３”３” 

００４９００４９ Ｎ 

3”F5.6

００４９００４９ 

Ｆ６．３Ｆ６．３ 

Ｎ 

Ｆ6.3　 

露出アンダー

測 光 不 可

◆シャッタースピード・絞り値表示について◆

絞り設定

露出オーバー

１０００１０００ Ｆ２．８Ｆ２．８ 

００４９００４９ Ｎ 

1000 F2.8

極端な露出オーバーの撮影シーンでは、シャッター
スピード（1/1000秒）が「赤色」で表示されます。
そのときは、より大きい数値の絞り値（～F11）
に設定してください。



36

< マニュアル撮影モード

コマンドダイヤルを回してシャッタースピード
を設定します。

モードダイヤルを“<”に合わせます。
シャッタースピードと絞り値を自由に設定でき
る撮影モードです。

xシャッタースピードの設定
15秒～1/10000秒　1/3EVステップ

x絞り値の設定
F2.8～F11 1/3EVステップ

シャッタースピード設定

００４９００４９ Ｎ 

Ｆ５．６Ｆ５．６ ５００５００ 

シャッタースピード 

1“L”露出補正ボタンを押しながら、2コマン
ドダイヤルを回して絞り値を設定します。

画面の“露出インジケーター”を目安に露出を決定
します。
被写体の明るさがカメラが測光できる明るさの範
囲を超えてしまう場合は、目印が＋側になると露
出オーバー（＋が黄色表示）、－側になると露出ア
ンダー（－が黄色表示）です。

絞り値設定

００４９００４９ Ｎ 

Ｆ８．０Ｆ８．０ １０００１０００ 

絞り 

0201

◆露出インジケーターについて◆

●! EVについては87ページをご参照ください。

●! 長時間露光したときは、画像に点状のノイズが発生
することがあります。

●! 1/2000秒より高速なシャッタースピードを設定し
て撮影すると、スミア（白いすじ）が写ることがあり
ます（➡87ページ）。

●! 1/1000秒より高速なシャッタースピードのとき
は、ストロボが発光しても暗くなることがあります。

００４９００４９ Ｎ 

Ｆ８．０Ｆ８．０ １０００１０００ 

露出インジケーター 



ピクセル

MG-4S（4MB） 約3秒

MG-8S（8MB） 約6秒

MG-16S（16MB） 約13秒

MG-32S（32MB） 約27秒

MG-64S（64MB） 約55秒

MG-128S（128MB） 約112秒

約6秒

約13秒

約27秒

約55秒

約110秒

約222秒

VGA QVGA

MK-1（340MB） 約307秒

MK-2（1GB） 約925秒

約609秒

約1833秒
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T ムービー（動画）撮影モード

1

2

モードダイヤルを“T”に合わせます。
“T”ムービーは音声付きの動画が撮れるモード
です。

x撮影形式：Motion JPEG 形式（➡87ページ）
VGA（640×480ピクセル）、
QVGA（320×240ピクセル）切り
換え式
30フレーム/秒
音声付き

●! ピクセル（画像サイズ）の変更は67ページをご参照
ください。

●! 音声が同時に記録されるので、指などでマイク（➡7
ページ）をふさがないようご注意ください。

●! メディアの空き容量によっては、一回の撮影時間が
短くなることがあります。

●! ムービー（動画）はメディアに記録しながら撮影する
ため、突然電源が切れる（電池カバー・スロットカ
バーを開ける、ACパワーアダプターの抜きさし）と
正常に保存処理できません。

3

■メディア標準撮影可能時間

＊メディアをカメラでフォーマットした状態の
撮影可能時間です。

スタンバイスタンバイ 

００１３ｓ００１３ｓ 

スタンバイスタンバイ 

００１３ｓ００１３ｓ 
Ｔ Ｗ 

ズームバー 

撮影を開始する前にズームボタンでズームしま
す。撮影中はズームできませんので、必ず撮影
前に行ってください。

x光学ズーム焦点距離（35mmカメラ換算）
約35mm～約210mm相当
最大ズーム倍率 6倍
x撮影可能距離
広角側：約50cm～無限遠
望遠側：約90cm～無限遠

画面に撮影可能時間と“œ”が表示され
ます。

本機以外のカメラでは再生できない場合があり
ます。
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T ムービー（動画）撮影モード

4

●! 撮影前の画面と動画記録中の画面は明るさや色など
が異なる場合があります。

●! シャッターボタンを押し続ける必要はありません。

シャッターボタンを全押しすると、撮影が開始
されます。

シャッターボタンを全押しすると、ピント、ホ
ワイトバランスは固定されますが、露出はシー
ンに応じて自動的に変化します。

●! 動画撮影中に被写体の明るさが変化すると、絞り動
作音が記録されることがあります。

●! 残り時間がなくなると自動的に撮影が終了し、メディ
アに記録されます。

撮影中は、画面右上に残り時間をカウントダウ
ン表示します。

００１０ｓ００１０ｓ 

ＲＥＣＲＥＣ 

カードに保存中カードに保存中 

●! 撮影開始後すぐに終了しても約1秒間だけメディア
へ記録されます。

撮影中にシャッターボタンを押すと撮影を終了
し、メディアへ記録します。6

5

長時間ムービー撮影するときは、充電済みのニッケル水素電池のご使用をおすすめします。
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ストロボ撮影 （,を除く）

ストロボポップアップボタンを押してストロボ
をセットします。

xストロボ撮影可能距離（R時）
広角側：約0.3m～約5.4m
望遠側：約0.9m～約5.0m

●! 外部ストロボの使用については54ページをご参照
ください。

1“z”ボタンを押しながら、2コマンドダイヤ
ルを回して、ストロボの設定を選びます。

1

2

AUTOAUTO

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

００４９００４９ Ｎ 

AUTOAUTO ２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

ストロボ使用中は画面に“c・n・z・v・!”
が表示されます。

0201

●! 1/1000秒より高速なシャッタースピードのとき
は、ストロボが発光しても暗くなることがあります。

●! ストロボをポップアップしたときや、ストロボ撮影
をした場合、充電するために映像が消えて黒い画面
になる場合があります。このときインジケーターラ
ンプが橙色の点滅をします。

ストロボの設定は撮影モードにより制限されま
す（➡31ページ）。

●! 暗い場所でストロボ発光禁止で撮影する場合は、手ブレ防止のため三脚の使用をおすすめします。
●! 手ブレ警告については22、83ページをご参照ください。

◆ストロボ発光禁止◆
ストロボを閉めると発光禁止になります。
室内照明を利用しての撮影、ガラス越しの撮影、
舞台や室内競技などのストロボ光が届かない距離
での撮影などに使用します。
この場合、オートホワイトバランス（➡87ページ）
が働き、周囲光の雰囲気を残しつつ自然な色に撮
影できます。

次ページにつづく



ストロボ撮影

40

窓際や木陰などの逆光撮影、蛍光灯などの照明
の下で適正な色に撮りたいときに使用します。
明るいところでもストロボ撮影が行われます。

スローシャッターでストロボ発光します。夜景
と人物をきれいに撮影できます。

赤目軽減のスローシンクロ撮影です。

●! 明るい撮影シーンでは露出オーバーになることがあ
ります。

●! スローシャッターになりますので、手ブレ防止のた
め三脚の使用をおすすめします。

背景の夜景をより明るく撮りたい場合は、“>”
モードの“/”（夜景）の使用をおすすめします
（➡32ページ）。

暗いところでひとみを自然に撮りたいときに使
用します。
撮影前にストロボがプレ発光し、次に撮影のた
めのストロボが発光します。

●!“R・>”の撮影モードでは撮影状況に応じて自
動的に発光します。

◆赤目現象について◆
人物を暗いところでストロボ撮影した場合、目が赤く写ることがあります。これは、ストロ
ボの光が目の中で反射することにより起こる現象です。赤目を起こりにくくするために、赤
目軽減ストロボを積極的にご利用ください。赤目軽減ストロボを使用するとともに、

y撮られる人にカメラの方に視線を向けてもらう　　yなるべく近づいて撮影する

などするとより効果的です。

n 赤目軽減ストロボ

z 強制発光ストロボ

! 赤目軽減＋スローシンクロ

v スローシンクロ

一般的な撮影に使用します。撮影状況に応じて、
ストロボが自動的に発光します。

c オートストロボ
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００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

ＯＦＦＯＦＦ 

1“t”ボタンを押しながら2コマンドダイヤル
を回して、使用する連写モードを選びます。“t”
ボタンから指をはなすと決定されます。

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

連写モードを設定（OFF以外）すると画面に選ん
だモードが表示されます。

t：連写
[：オートブラケティング
]：サイクル連写
A：MEGA連写

◆連写モードの注意◆
yシャッターボタンを押し続けている間撮影されます。ただしオートブラケティングは一度シャッ
ターを切ると自動的に3コマ撮影されます。
yメディアの容量が不足すると、記録可能な枚数分撮影されます。ただしオートブラケティング
は、メディアに3コマ分の空き容量がないときは撮影できません。
yピントは1コマ目を撮影したときに決定され、途中で変えられません。
y露出は1コマ目を撮影したときに決定されますが、「MEGA連写」ではシーンに応じて自動的に
変わります。
yシャッタースピードにより連写速度は変わります。
y連写速度はピクセルとクオリティー設定によって変わることはありません。
yストロボは発光禁止になり使用できません。
y撮影後、必ず撮影結果が表示されます。画像を選択して記録したいときは、SET-UPの撮影画
像表示を“プレビュー”にします（➡68ページ）。

次ページにつづく

01 02
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t 連写

カードに保存中カードに保存中 

最短約0.2秒間隔で最大5コマ連写できます。撮
影すると撮影結果（左から撮影した順序）が表示
され、自動的に保存されます。

[ オートブラケティング

カードに保存中カードに保存中 

A B C

自動的に設定値きざみでA適正・Bオーバー・
Cアンダーの露出で3コマ連続して撮影されま
す。設定値（露出幅）は撮影メニューで変更でき
ます。

xオートブラケティング設定値（3種類）
±1/3EV・±2/3EV・±1EV

●! アンダーまたはオーバーの露出がカメラの露出制御
範囲を越えるときは、設定値きざみで撮影されません。

●!“R・>”の撮影モードでは使用できません。

±１／３　ＥＶ±１／３　ＥＶ 

±１／３±１／３ 

オートブラケティングオートブラケティング 

±１　　　ＥＶ±１　　　ＥＶ 

ＯＦＦＯＦＦ ＯＦＦＯＦＦ ノーマルノーマル 

±２／３　ＥＶ±２／３　ＥＶ 

０ 

“MENU/OK”ボタンを押してメニューを表示し、
[“オートブラケティング”（➡52ページ）の項目
で設定を変更します。

設定値（露出幅）の変更

] サイクル連写

シャッターを切る 

最大25回 

5コマ撮影 

 × × × × 1 2 3 4 5

シャッターをはなす 

最大25回（最短約0.2秒間隔）シャッターを切っ
たうちの最後の5コマを記録します。25回に到
達する前にシャッターボタンから指をはなした
ときは、シャッターボタンから指をはなした直
前の5コマが記録されます。
メディアの容量が不足しているときは、シャッ
ターボタンから指をはなした直前の、記録可能
な枚数分撮影されます。
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A MEGA連写

ピクセルピクセル 

最大40コマ連写できます（最短約0.6秒間隔）。
MEGA連写では自動的にピクセル設定が“1”
（1280×960）になります。クオリティー設定
はNORMAL、FINEが選べます（➡67ページ）。

●! MEGA連写を解除してもピクセル設定は“1”のま
まです。

●!“>・B・M・N・<”の撮影モードでは使用できま
せん。

●! マイクロドライブをご使用のときは、その特性上撮
影間隔が遅くなる場合があります。

◆移動している被写体にピントを合わせるには◆

撮影開始ポイントAでシャッターボタンを半押ししてピントを合わせると、撮影したいポイントB

で距離が変わり、ピントの合っていない画像になることがあります。
そのときは、AFロックやマニュアルフォーカスを使用して、あらかじめ撮影したいポイントBに
ピントを合わせ、ピントがずれないように固定して撮影します（置きピン）。
また置きピンは、動きが速くピントを合わせにくい被写体の撮影でも有効です。

置きピンにしてピント固定 

撮影開始ポイント 撮影したいポイント 
A

A Bでピントを合わせると　 でピントがずれる 

B

遠 近 
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◆次のような被写体のとき効果があります◆

被写体と背景のコントラスト（明暗の差）がきわめて大きい場合など、適正な明るさ（露出）が得
られないときに使用します。

●!“R・>・<”の撮影モードでは使用できません。
●! 次のような状態では、無効になります。
“z”（強制発光）または“n”（赤目軽減）で撮影シーンが暗いとき

1“L”ボタンを押しながら、2コマンドダイヤ
ルを回して設定します。補正した側の“－”また
は“＋”が「黄色」になります。設定中は“d”が
「黄色」で表示され、設定後は“d”が「青色」に
なります。

x補正範囲：－2EV～＋2EV、1/3EVステップ

モード切り換え・電源OFFでも保持されます
（“d”マーク点灯）。必要のないときは設定値を
“0”にしてください。

＋（プラス）補正の目安

y白っぽい紙に黒い文字の印刷物の複写：
＋4目盛（＋1.3EV）
y逆光の人物撮影：
＋2～＋4目盛（＋0.7EV～＋1.3EV）
yスキー場などの明るい場面や反射の強い場
合：＋3目盛（＋1EV）
y画面内を空の部分が大きく占める場合：
＋3目盛（＋1EV）

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

露出インジケーター 

－（マイナス）補正の目安

yスポットライトを浴びた人物、特にバック
が暗い場合：－2目盛（－0.7EV）

y黒っぽい紙に白い文字の印刷物の複写：
－2目盛（－0.7EV）
y常緑樹または色の濃い葉など反射率が低い
場合：－2目盛（－0.7EV）

●! EVについては87ページをご参照ください。

0201
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$ AEロック/e マクロ（近距離）

マクロを設定すると近距離撮影ができます。
“e”ボタンを押すたびにマクロの設定が変わり
ます。

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

００４９００４９ Ｎ 

マクロ解除 

$ AEロック

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

1

2

特定の被写体に露出を固定して撮影したいとき
に使用します。
被写体を画面中央に大きくとらえ、“$”ボタ
ンを押します。画面に“%”マークが表示され
“$”ボタンを押している間、露出が固定さ
れます。

“AE-L”ボタンを押したままシャッターボタンを
半押ししピントを合わせます。構図をし直して
撮影します。

●! シャッターボタンを半押しすれば、“AE-L”ボタン
を離しても露出は固定されています。

●! AEロック時のシャッターボタン半押しは、ピント
合わせのみ可能です。

e マクロ（近距離）

●! マクロ撮影は、次のとき自動的に解除されます。
z撮影モードを“>（+を除く）・T・~”に切り
換えたとき
z再生モードに切り換えたとき
z電源が切れたとき

●! ストロボが明るすぎる場合は、ストロボの光量補正
を行ってください（➡54ページ）

●! 手ブレ防止のため三脚の使用をおすすめします。

ストロボ撮影可能距離

約30cm～約80cm

約1cm～約20cm ストロボは使用できません。

●!“<”の撮影モードおよびMEGA連写時は使用でき
ません。

光学ズーム焦点距離
（35mmカメラ換算）

光学ズームはできません。

約35mm～約80mm相当
最大ズーム倍率　約2.3倍

（+のみ）
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マニュアルフォーカス

AFでピントが合いにくい場合や、ピントを固定
して撮影したいときに使用します。

1フォーカスモード切り換えレバーを“MF”に
合わせます。

2画面に“h”が表示されます。

カメラが動いてしまうとピントがずれてしまう
ため、三脚の使用をおすすめします。

◆マニュアルフォーカスを使いこなすには◆

1フォーカスリングを回してAFフレーム内の被
写体にピントを合わせます。

2画面にフォーカスインジケーターが表示され
るので、“∫”が表示されるように調節します。

ピントが合っています。

ピントが近距離です。フォーカスリングを時計
回りに回します。

ピントが遠距離です。フォーカスリングを反時
計回りに回します。

∫

˜

√

■フォーカスインジケーターについて
ピント合わせをある程度行う（合焦位置に近づく）とマー
クが表示されるので、マークに従ってピントを合わせ
ます。

●! ピントが合っていないのに∫（合焦）マークが点灯し
たときは、ワンプッシュAF機能をおためしください。

素早くピントを合わせるときに使用します。
“√∫˜”ボタンを押すとオートフォーカスでピン
トが合います。

ピントが確認しにくい場合に使用します。
“}”ボタンを押すと画面中央部が拡大表示され、
そのままピント合わせが可能です。撮影するか
もう一度“}”ボタンを押すと通常表示に戻りま
す。

ワンプッシュAF機能

}フォーカス確認機能

●! フォーカス確認機能は次のとき機能しません。
zピクセル設定が“4”のとき
zピクセル設定が“1”でデジタルズーム（テレ端）
使用のとき
zエリア選択AF設定時

●! ワンプッシュAF時はフォーカスインジケーターは表
示されません。

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

02

01

01

02

●!“T”の撮影モードでは使用できません。

1

2
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撮影メニューの操作

1“MENU/OK”ボタンを押してメニューを表示
します。

2“dc”でメニューを選びます。“ab”で設定
を変更します。

3“MENU/OK”ボタンを押して決定します。

●! 撮影モード“T”ではメニューは設定できません。

1

2
±１／３　ＥＶ±１／３　ＥＶ 

±１／３±１／３ 

オートブラケティングオートブラケティング 

±１　　　ＥＶ±１　　　ＥＶ 

ＯＦＦＯＦＦ ＯＦＦＯＦＦ ノーマルノーマル 

±２／３　ＥＶ±２／３　ＥＶ 

０ 

メニュー端の“ç”側へ、“dc”を押すとメニューのページが切り換わります。

セルフタイマーセルフタイマー 

ＯＦＦＯＦＦ 

ＯＦＦＯＦＦ ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチマルチ ２００２００ 

セルフタイマーセルフタイマー 

ＯＦＦＯＦＦ 

ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチ ２００２００ ＯＦＦＯＦＦ 

0301 02

◆撮影インフォメーション◆

撮影中に現在の設定値が分からなくなった場合、
“INFO”ボタンを押している間のみ確認できます。

c d

●!“R・>・T”ではインフォメーション表示さ
れません。

●! 確認のみで設定の変更はできません。

ストロボ（光量補正） 

ホワイトバランス 

測光モード 

感度 

シャープネス 

００４９００４９ N ００４９００４９ N ００４９００４９ 

：0
： 
：マルチ 
：２００：２００ 
：ノーマル 

N

２５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｆ５Ｆ５.６ 

ＡＵＴＯ 
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撮影メニュー

1AFフレームを被写体に合わせます。
2シャッターボタンを半押ししてピントを合わ
せます。

3半押しのまま、さらにシャッターボタンを押
し込むと（全押し）、セルフタイマーが開始さ
れます。

●! AF/AEロック撮影も可能です（➡23ページ）。
●! レンズの前に立ってシャッターボタンを押さないで
ください。ピンボケになったり、適正な明るさ（露
出）にならないことがあります。

三脚を使用してもシャッター操作でカメラがブレてしまう場合に便利です。

◆2秒後撮影について◆

1

2

4

3

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

７ 

セルフタイマーランプが点灯したのち点滅に変
わり、撮影されます。

●! スタートしたセルフタイマー撮影は、“BACK”ボタ
ンを押すと解除できます。

撮影されるまでの間、画面にカウントダウン表
示されます。
セルフタイマーは撮影ごとに自動的に解除され
ます。

2秒間点滅

5秒間点灯→5秒間点滅

@

=

■セルフタイマーランプ表示

= セルフタイマー

セルフタイマーセルフタイマー 

ＯＦＦＯＦＦ 

ＯＦＦＯＦＦ ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチマルチ ２００２００ 

工場出荷設定 

００４９００４９ Ｎ ００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

02 03

01

セルフタイマーを設定すると、画面にセルフタ
イマーマークが表示されます。

=：10秒後撮影
@：2秒後撮影

●! セルフタイマーは、次のときに自動的に解除されま
す。
zセルフタイマー撮影が終わったとき
zモードダイヤルを切り換えたとき
z再生モードに切り換えたとき
z電源が切れたとき
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f 感度

感度感度 

ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチマルチ ２００２００ ＯＦＦＯＦＦ 

１６０１６０ 
２００２００ 
４００４００ 
８００８００ 

室内の撮影などで、ストロボを使わずに明るく
撮影したい場合や、高速シャッターを切りたい
とき（手ブレ防止など）に使用します。

x設定値：160・200・400・800・1600

高感度撮影はモードダイヤルを“R・>”または“~”に合わせると解除され、感度は
ISO 200になります。ただし、ピクセル設定は“1”、NORMALのままです。

高感度（800・1600）に設定すると、自動的に
ピクセル設定が“1”、NORMALに設定されま
す。

高感度撮影（800・1600）感度感度 

ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチ ２００２００ ＯＦＦＯＦＦ 

２００２００ 
４００４００ 
８００８００ 
１６００１６００ 

ピクセルピクセル 

００４９００４９ N

２５０２５０ Ｆ５Ｆ５.６ 

高感度撮影のときは、画面に“f”が表示されま
す。

“SHIFT”ボタンを押しながら“MENU/OK”ボタ
ンを押すとメニューが表示されますが、ピクセ
ル設定は“1”、NORMALから変更できません。

Ｆ 
ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ 

ピクセルピクセル 

ＯＫＯＫ ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

Ｎ 

●! 高感度撮影は、次のとき自動的に解除されます。
z再生モードに切り換えたとき
z電源が切れたとき

●! 高感度撮影ではデジタルズームできません。
●! 感度の設定値が大きくなるほど暗いところでの撮影
に適していますが、画像のノイズが増えます。状況
に応じて使い分けてください。

工場出荷設定 



＊ストロボ発光時は、ホワイトバランス設定（カスタムホワイトバランスを除く）は無効になりますので、
意図した撮影の場合、ストロボを押し下げて発光禁止（➡39ページ）にしてください。

カシャ 
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カスタムホワイトバランスの設定

撮影時の環境・照明光に対して正確にホワイト
バランスを合わせたいときに使用します。特殊
な効果を出したいときにも使用できます。

1“(”または“¯”のカスタムホワイトバランス
を選びます。

2“MENU/OK”ボタンを押します。

ホワイトバランスホワイトバランス 

ＯＦＦＯＦＦ ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチマルチ ２００２００ 

ＡＵＴＯＡＵＴＯ 

●! 画面にホワイトバランスは反映されません。

設定したい光源下で、白い紙などを画面いっぱ
いに表示し、シャッターボタンを押すと測定さ
れます。

前回設定したホワイトバランスを使用するには、
シャッターボタンを押さずに“MENU/OK”ボタ
ンを押してください。

白い紙の代わりに色紙を使用すると、撮影画像のホワイトバランスを意図的に変えることができ
ます。

◆使用例◆

1

2

ＯＫＯＫ 前回の設定前回の設定 

新規設定新規設定 

カスタムホワイトバランスカスタムホワイトバランス 

やめるやめる 
シャッターシャッター 
ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

撮影メニュー

ホワイトバランスホワイトバランス 

ＯＦＦＯＦＦ ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチマルチ ２００２００ 

ＡＵＴＯＡＵＴＯ 工場出荷設定 

撮影時の環境・照明光に合わせ、ホワイトバラ
ンスを固定して撮影を行いたい場合に設定を変
更します。
AUTO時は、人物の顔アップなどの被写体や特
殊な光源下では、正しいホワイトバランスにな
らない場合があります。その場合は光源に合わ
せたホワイトバランスを選択してください。ホ
ワイトバランスについては87ページをご参照く
ださい。

AUTO：自動調整
（光源の雰囲気を残した撮影）

( ：カスタムホワイトバランス 1
¯ ：カスタムホワイトバランス 2
6 ：晴れた屋外での撮影

a ホワイトバランス

02

01

7 ：日陰での撮影
9 ：昼光色蛍光灯下での撮影
0 ：昼白色蛍光灯下での撮影
- ：白色蛍光灯下での撮影
8 ：電球、白熱灯下での撮影
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“∆”“˚”が表示された場合は、
適正な露出でホワイトバランスが測定されてい
ません。もう一度設定し直してください。

3

ＧＯＯＤ　！ＧＯＯＤ　！ 

ＯＫＯＫ ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

適正な露出で測定されると、“^”と表示
されます。
“MENU/OK”ボタンを押して決定します。

００４９００４９ Ｎ 

か ！　ＯＶＥＲ！　ＯＶＥＲ 

！　ＯＶＥＲ！　ＯＶＥＲ 

！　ＵＮＤＥＲ！　ＵＮＤＥＲ 

●! 設定したカスタムホワイトバランスは、再設定する
まで保持されます。

●! 撮影後、画像の色味（ホワイトバランス）を確認する
ことをおすすめします。
zSET-UP画面で撮影画像表示（➡68ページ）をプ
レビューにします。
z電源レバーを“Q”にします（➡16ページ）。
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２５０２５０ Ｆ５Ｆ５.６ 

Ｎ ００４９００４９ 

2 オートブラケティングを設定後、1“t”ボタン
を押しながら2コマンドダイヤルを回して“[”
を選びます。

±１／３　ＥＶ±１／３　ＥＶ 

±１／３±１／３ 

オートブラケティングオートブラケティング 

±１　　　ＥＶ±１　　　ＥＶ 

ＯＦＦＯＦＦ ＯＦＦＯＦＦ ノーマルノーマル 

±２／３　ＥＶ±２／３　ＥＶ 

０ 

工場出荷設定 

同じ画像を露出を変えて撮影したいときに使用
します。
自動的に設定値きざみで適正・オーバー・アン
ダーの露出で3コマ連続して撮影します。

x設定値：3種類
（±1/3EV・±2/3EV・±1EV）

EVについては87ページをご参照ください。

●! アンダーまたはオーバーの露出がカメラの露出制御
範囲を越えるときは、設定値きざみで撮影されません。

●! ストロボ撮影はできません。
●! 必ず3コマの画像が撮影されます。ただし、メディア
に3コマ分の空き容量がない場合は撮影できません。

1

撮影メニュー

yアベレージ
構図や被写体により露出が変化しにくい特長があります。白や黒などの服を着た人物や、風景
の撮影などに有効です。
yスポット
明暗差の大きい被写体で、ねらったものに正確に露出を合わせたいときに有効です。
yマルチ
シーン自動認識により被写体を分析し、幅広い条件で適正な露出が得られます。通常はマルチ
の使用をおすすめします。

被写体と背景の明るさが大きく異なる撮影シー
ンで、マルチで思いどおり測光されない場合に
使用します。

アベレージ：画面全体を平均して測光します。
スポット　：画面中央部の露出が最適になるよ

うに測光します。
マルチ　　：自動で場面を判別し、露出が最適

になるように測光します。

●!“R・>・T”の撮影モードではマルチに固定さ
れています。

◆次のような被写体のとき効果があります◆

測光測光 

ＯＦＦＯＦＦ ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチマルチ ２００２００ 

アベレージ 

マルチマルチ 
スポットスポット 

工場出荷設定 

S 測光

[ オートブラケティング

01 02
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±１／３±１／３ 

シャープネスシャープネス 

ＯＦＦＯＦＦ ＯＦＦＯＦＦ ノーマルノーマル ０ 

ソフトソフト 
ノーマルノーマル 

ハードハード 

工場出荷設定 

輪郭をソフトにしたり強調したり、撮影画質を
調節するときに使用します。

ハード　：輪郭を強調します。
建物、文字などを鮮明にしたい撮影
に最適です。

ソフト　：輪郭をソフトにします。
人物などソフトにしたい撮影に最適
です。

ノーマル：通常の撮影に最適なシャープネス処
理をします。

K シャープネス

* 多重露光

撮影した画像が重なって表現される撮影方法で
す。通常得られない画像を撮影できます。

●! 撮影した画像が露出オーバーになる場合は、露出補
正でマイナス補正することをおすすめします（➡44
ページ）。

●! 多重露光では光学ズームのみになり、デジタルズー
ム（➡24ページ）は機能しません。

●! 電源OFFで自動的に解除されます。

y多重露光設定時は連写、オートブラケティングは無効になります。
y撮影途中で撮影メニューやピクセル/クオリティーの設定を変更できません。
y多重露光の回数に制限はありません。

±１／３±１／３ 

多重露光多重露光 

ＯＦＦＯＦＦ ＯＦＦＯＦＦ ノーマルノーマル ０ 

ＯＮＯＮ 
ＯＦＦＯＦＦ 

撮影するとプレビュー画面が表示されます。

yさらに多重露光する：“c”を押します。
y記録する：“MENU/OK”ボタンを押します。
yひとつ前に戻る：“d”を押します。
y記録しないでやめる：“BACK”ボタンを押し

ます。

●! 撮影画像表示の設定にかかわらず必ずプレビューさ
れます。ただしプレビューズーム機能は使用できま
せん（➡68ページ）。

●! 撮影モードを変更すると記録されずに終了します。

2回目以降の撮影では、画面の“*”が黄色で表
示されます。2

1

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 
やめるやめる ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

次コマ撮影次コマ撮影 
ＯＫＯＫ 記録記録 
撮りなおし撮りなおし 

プレビュープレビュー 
多重露光多重露光 

やめるやめる ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

工場出荷設定 
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±１／３±１／３ 

外部ストロボ外部ストロボ 

ＯＦＦＯＦＦ ＯＦＦＯＦＦ ノーマルノーマル ０ 

ＯＮＯＮ 
ＯＦＦＯＦＦ 工場出荷設定 

±１／３±１／３ 

ストロボストロボ 

ＯＦＦＯＦＦ ＯＦＦＯＦＦ ノーマルノーマル ０ 

０ 
＋０．３＋０．３ 

－０．３－０．３ 

＋０．６＋０．６ 

外部ストロボを使用するときに“ON”にします。
同調シャッタースピードは1/1000秒までです。

1内蔵ストロボを閉めます。
2外部ストロボをカメラのホットシューに取り
付け、固定ねじを締めます。

●! 内蔵/外部ストロボは同時に使用できません。

●! 1/1000秒より高速なシャッタースピードを設定し
たときは、暗く撮影されることがあります。

●! ホワイトバランス（➡50ページ）をAUTO、または
カスタムホワイトバランス（➡55ページ）に設定し
ます。

次の3条件を同時に満たすもの
y絞り値設定が可能　
y外部調光が可能
y感度設定が可能

◆使用可能なストロボ◆

2

1

“B・M・N”（➡33、34、35ページ）か“<”（➡

36ページ）に設定できますが、“N”か“<””での
使用をおすすめします。

●! 連写（➡41ページ）・オートブラケティング（➡42
ページ）を設定時はストロボ撮影できません。

3

撮影メニュー

x ストロボ（光量補正）

光量補正は撮影目的や撮影条件に合わせて内蔵
ストロボの発光量のみを変えられます。

x補正範囲：±2段階
（－0.6EV～＋0.6EV、約0.3EVステップ）
EVについては87ページをご参照ください。

●! 被写体条件および撮影距離等によっては、光量補正
の効果が得られない場合があります。

●! 1/1000秒より高速なシャッタースピードを設定し
たときは、暗く撮影されることがあります。

µ 外部ストロボ

01

02

工場出荷設定 
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MODE SELECT

F
ISOAUTO

外部ストロボの設定は、ストロボの説明書を参
照して次の項目を設定してください。

y外部調光モードに設定します（TTLモードは
使用できません）。
yカメラの絞り値と、設定を合わせます。“B・M”
の撮影モードでは、カメラが測定した絞り値
に合わせてください。
yカメラの感度（➡49ページ）と、設定を合わせ
ます。

外部ストロボの設定4

外部ストロボに合わせてホワイトバランスを調
節します。
撮影メニューの“a”（➡50ページ）で“(・¯”
カスタムホワイトバランスを選びます。
“MENU/OK”ボタンを押します。

白い紙などを画面いっぱいに表示します。
シャッターボタンを押すとストロボが発光し設
定されます。

カシャ 

●! 撮影後、画像の色味（ホワイトバランス）を確認する
ことをおすすめします。
zSET-UP画面で撮影画像表示（➡68ページ）を“プ
レビュー”にします。

z電源レバーを“Q”にします（➡16ページ）。

ホワイトバランスが合わない場合ホワイトバランスホワイトバランス 

ＯＦＦＯＦＦ ＡＵＴＯＡＵＴＯ マルチマルチ ２００２００ 

ＡＵＴＯＡＵＴＯ 



カシャ 
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撮影メニュー

r ボイスメモ

ＯＮＯＮ 
ＯＦＦＯＦＦ 

ボイスメモボイスメモ 

２５０２５０ Ｆ５Ｆ５.６ 

００４９００４９ Ｎ 

ボイスメモをONにすると、画面に“r”が表示
されます。撮影直後にその画像に対して最長30
秒間の音声メモ（コメント）が付けられます。
ただし、連写設定時は使用できません。

x録音形式：WAVE（➡87ページ）
PCM記録形式

x音声ファイルサイズ：約240KB（30秒録音時）

録音スタンバイ録音スタンバイ 

３０ｓ３０ｓ 

スタートスタート ＯＫＯＫ 
ボイスなしボイスなし 

ボイスメモボイスメモ 

ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

●! 録音しない場合は“BACK”ボタンを押します。ただ
し画像は記録されます。

通常どおり撮影します。
撮影後に“®”と画面に表示されます。

カメラ前面のマイク（➡7ページ）に向かって録
音してください。約20cm離れるとうまく録音
できます。

2

1

3

録音中録音中 

完了完了 ＯＫＯＫ 
録りなおし録りなおし 

２０ｓ２０ｓ 

ボイスメモボイスメモ 

ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

1“MENU/OK”ボタンを押すと録音が開始され
ます。

2録音中は画面に残り時間が表示され、セルフ
タイマーランプが点滅します。

3残り時間が5秒になると、セルフタイマーラ
ンプが早く点滅します。

30秒間録音すると、画面に“∑”と表示
されます。

完了する場合：“MENU/OK”ボタンを押します。
録りなおしする場合：“BACK”ボタンを押します。

●! メディアの空き容量によっては、録音時間が短くな
ることがあります。

●! 途中で完了する場合は“MENU/OK”ボタンを押し
てください。

完了完了 ＯＫＯＫ 
録りなおし録りなおし 

ボイスメモボイスメモ 

ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

録音終了録音終了 

02

0301

4

工場出荷設定 
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撮影時の情報を確認することができます。
“INFO”ボタンを押している間のみ確認できます。

●! マルチ再生中（➡25ページ）は使用できません。

ピクセル 

クオリティー 

シャッタ－スピ－ド 

絞り値 

感度 

ストロボON/OFF

：２００ 

１２８０×９６０ 

Ｆ：５．６ 
Ｓ：１/２５０ 
ＮＯＲＭＡＬ 

：ＯＦＦ 

１００－０００５ 

２００２．　４．２０ １２：００ＰＭ 
ヒストグラム 

１００－０００５１００－０００５ 

◆ヒストグラム表示について◆
ヒストグラムとは明るさの分布をグラフ（横軸：明るさ/縦軸：ピクセルの数）に表したものです。
1 適正露出の場合：全体的にピクセルの数が多く山なりに分布します。
2 露出オーバーの場合：ハイライトのピクセルの数が多く右に偏ります。
3 露出アンダーの場合：シャドーのピクセルの数が多く左に偏ります。

●! 被写体によってグラフ形状は異なります。

再生インフォメーション4応用編 再生

シャドー ハイライト 
明るさ 

ピ
ク
セ
ル 
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再生が終わると自動的に停止します。再生

操　　作 説　　明

再生中に操作すると一時停止します。
一時停止中に操作すると一時停止を解除します。

一時停止/解除

再生を停止します。
※停止中に“g”を押すと次のファイルに送られます。

停止

再生中に操作すると早送り/巻き戻しします。早送り/巻き戻し

z一時停止中に“d”または“c”を押すたびに1コマず
つ送られます。
z押し続けると速く送られます。

コマ送り
一時停止中

ムービー（動画）再生

2

1

００１０ｓ０１０ｓ 
停止停止 一時停止一時停止 

再生再生 

１００－０００６１００－０００６ 

２００２．　４．２０２００２．　４．２０ １２：００ＰＭ１２：００ＰＭ 

0201

1“b”を押すと再生されます。
2画面に再生時間とバーが表示されます。

●! スピーカーをふさがないでください。
●! 音が聞き取りにくい場合は、音量調節をしてくださ
い（➡19ページ）。

●! 高輝度の被写体を撮影した場合、再生時に縦に白い
スジが入ることがありますが故障ではありません。

●! マルチ再生ではムービー再生できません。“DISP”
ボタンで1コマ再生にしてください。

1電源レバーを“Q”に合わせます。
2“g”でムービーファイルを選びます。

“u”のアイコンで表示されます。

◆再生できるムービーファイルについて◆
本機で記録したムービーファイル、または弊社製デジタルカメラで3.3V仕様のスマートメディア、
またはマイクロドライブに記録したムービーファイルが本機で再生できます。

■ムービー再生操作方法

＊パソコンでの再生については別冊：ソフトウェア取扱ガイドをご参照ください。

02

01
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ボイスメモ再生

2

1

停止停止 一時停止一時停止 

１１ｓ１１ｓ 

１００－０００８１００－０００８ 

２００２．　４．２０２００２．　４．２０ １２：００ＰＭ１２：００ＰＭ 
再生再生 

0201

02

01 1“b”を押すと再生されます。
2画面に再生時間とバーが表示されます。

●! マルチ再生ではボイスメモ再生できません。“DISP”
ボタンで1コマ再生にしてください。

1電源レバーを“Q”に合わせます。
2“g”でボイスメモ付き画像ファイルを選び
ます。

“r”のアイコンで表示されます。

●! スピーカーをふさがないでください。
●! 音が聞き取りにくい場合は、音量調節をしてくださ
い（➡19ページ）。

■ボイスメモ再生操作方法

再生が終わると自動的に停止します。再生

操　　作 説　　明

再生中に操作すると一時停止します。
一時停止中に操作すると一時停止を解除します。

一時停止/解除

再生を停止します。
※停止中に“g”を押すと次のファイルに送られます。

停止

再生中に操作すると早送り/巻き戻しします。
※一時停止中は操作できません。

早送り/巻き戻し

＊パソコンでの再生については別冊：ソフトウェア取扱ガイドをご参照ください。

◆再生できるボイスメモファイルについて◆
本機で記録したボイスメモファイル、または弊社製デジタルカメラで3.3V仕様のスマートメディ
ア、またはマイクロドライブに記録した30秒以内のボイスメモファイルが本機で再生できます。



消去消去 

1コマコマ 
全コマ全コマ 
フォーマットフォーマット 

戻る戻る 

60

再生メニュー

1電源レバーを“Q”に合わせます。
2“MENU/OK”ボタンを押してメニューを表示
します。

1“f”で“1コマ”、“全コマ”か“フォーマット”
を選びます。

2“MENU/OK”ボタンを押します。

1
p 1コマ・全コマ消去/フォーマット

消去消去 

1コマコマ 
全コマ全コマ 
フォーマットフォーマット 

戻る戻る 

02013

02

01

“dc”で“p”を選びます。

消去せずに再生に戻ります。

選んだファイルだけを消去します。

すべてのファイルを消去します。消去したくな
いファイルは、パソコンなどにコピーしてくだ
さい。

すべてのファイルを消去します。
メディアをカメラ用に初期化します。
消去したくないファイルは、パソコンなどにコ
ピーしてください。

戻る

1コマ

全コマ

フォーマット

2



61

応
用
編
再
生

1コマ

全コマ

1“g”で消去するファイルを選びます。
2“MENU/OK”ボタンを押すと表示中のファイ
ルを消去します。

続けて消去するには12を繰り返します。
消去を終えるには“BACK”ボタンを押します。

“MENU/OK”ボタンを押すとすべてのファイル
を消去します。

“† ”が表示された場合、
ファイルを消去するには“MENU/OK”ボタンを
もう一度押します。

ＯＫＯＫ ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

このコマを消去このコマを消去　ＯＫ？ＯＫ？ 

１コマ１コマ １００－００１０１００－００１０ 

0201

ＯＫＯＫ ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

１００－００１０１００－００１０ 

全コマ消去全コマ消去　ＯＫ？ＯＫ？ 

全コマ全コマ 

フォーマット

“MENU/OK”ボタンを押すとすべてのファイル
が消去され、メディアが初期化されます。

●!“∂”“ƒ”“©”
“˙”が表示された場合は、フォー
マットする前に82ページを参照し、対処してくだ
さい。

ＯＫＯＫ ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

１００－００１０１００－００１０ 

フォーマットフォーマット　ＯＫ？ＯＫ？ 

フォーマットフォーマット 

＊必ず専用のライトプロテクトシールAを、ライトプロテ
クトエリア内Bに、はみ出さないようにしっかりとはっ
てください。はがしたシールの再利用はできません。
＊シールの端で手を切らないようにご注意ください。
＊シールが汚れていると誤記録防止されないことがありま
す。
＊スマートメディアについて、詳しくは81ページをご参
照ください。

◆スマートメディア™の誤記録防止について◆
ライトプロテクトシールをはると、画像の記録/消去・フォーマットができません。シールをはが
すと通常どおり使用できます。ライトプロテクトシールは、別売のスマートメディアに同梱され
ています。
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プリント予約

DPOF（ディーポフ）とはDigital Print Order Format（デジタルプリントオーダー
フォーマット）のことで、デジタルカメラで撮影した画像の中から、プリントした
いコマやその枚数などの指定情報をメディアに記録するときの形式です。

zDPOF対応デジタルカメラ（本機）では上記の情報をカメラの操作でメディアに記録することができます。
zDPOF情報を記録したメディアを、フジフイルム デジタルカメラプリントサービス（FDiサービス）取り扱
い店にお持ちいただくだけで、指定情報どおりの高画質プリントサービスが受けられます。対応メディア
については、デジタルカメラプリントサービス取り扱い店にお問い合わせください。
zDPOF対応プリンターでは、DPOF情報があれば、指定コマ（画像ファイル）を指定枚数だけ自動的にプリ
ントできます。

デジタルカメラ 

DPOF対応プリンター 

デジタルカメラプリントサービス 
（FDiサービス） 

本機のプリント予約は、画像を
1枚ずつプリントできます。 
＊付属のFinePixViewerをパソ
コンにインストールすると、
2枚以上のプリント指定もで
きます。 

画像ファイル 
(1)

画像ファイル 
(2)

画像ファイル 
(3)

DPOFファイル 
・画像ファイルの指定 
 

“g”で“i”プリント予約を選びます。

1電源レバーを“Q”に合わせます。
2“MENU/OK”ボタンを押してメニューを表示
します。

02

01

プリント予約プリント予約 

日付なし日付なし 
日付あり日付あり 

1

2
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1“f”で“日付あり”か“日付なし”を選びます。
2“MENU/OK”ボタンを押します。

プリント予約するすべてのコマに有効です。

1“g”で設定するコマを表示します。
2プリントするコマに“f”で“あり”を選びま
す。

続けて設定するには、12を繰り返します。
プリント予約したいコマの設定が終わるまでは
“MENU/OK”ボタンを押さないでください。

●! ムービー（動画）はプリント予約できません。
●!“トータル”はプリント指定したコマ数の合計です。

3 プリント予約プリント予約 

日付なし日付なし 
日付あり日付あり 

0201

完了完了 
コマ選択コマ選択 

やめるやめる 

トータル／トータル／００９００９ 

ありあり 
なしなし 

ＯＫＯＫ 

１００－００１１１００－００１１ 

ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

プリント予約プリント予約 

02014

設定が終了したら、必ず“MENU/OK”ボタンを
押して決定してください。
“BACK”ボタンを押すとプリント予約されません。

●! 指定できるプリント枚数は1コマにつき1枚です。
また、同一メディア内でプリント指定できるコマ数
は999コマまでです。

“MENU/OK”ボタンを押すとすべてが決定され
ます。

5

◆プリント予約の変更はできません◆
すでにプリント予約されたコマがある場合は
“¥”と表示されます。
“MENU/OK”ボタンを押すと、すでにプリント
予約された設定はすべて消去されます。
新たにプリント予約をやり直す必要があります。

●!“BACK”ボタンを押すと設定を変更しません。
●! 前回の設定は再生時に“i”が表示され確認できます。

プリント予約再設定プリント予約再設定　ＯＫ？ＯＫ？ 

ＯＫＯＫ 

１００－００１１１００－００１１ 

ＢＡＣＫＢＡＣＫ 
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02011
r ボイスメモ（録音）

静止画にボイスメモを付けることができます。

1電源レバーを“Q”に合わせます。
2“g”でボイスメモを付けたい画像（静止画）
を選びます。

1“MENU/OK”ボタンを押してメニューを表示
します。

2“g”で“r”を選びます。
3“MENU/OK”ボタンを押します。

ボイスメモボイスメモ 

実行実行 

02012 03

画面に“®”と表示されます。
“MENU/OK”ボタンを押すと録音が開始されま
す。

カメラ前面のマイク（➡7ページ）に向かって録
音してください。約20cm離れるとうまく録音
できます。

録音中は画面に残り時間が表示され、セルフタ
イマーランプが点滅します。
残り時間が5秒になると、セルフタイマーラン
プが早く点滅します。

●! 途中で完了する場合は“MENU/OK”ボタンを押して
ください。

録音スタンバイ録音スタンバイ 

３０ｓ３０ｓ 

スタートスタート ＯＫＯＫ 

ボイスメモボイスメモ 

ＢＡＣＫＢＡＣＫ やめるやめる 

２０ｓ２０ｓ 

ＯＫＯＫ 

ボイスメモボイスメモ 

ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

録音中録音中 

完了完了 
録りなおし録りなおし 

3

4
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30秒間録音すると、画面に“∑”と表示
されます。

完了する場合：“MENU/OK”ボタンを押します。
録りなおす場合：“BACK”ボタンを押します。

ＯＫＯＫ 

ボイスメモボイスメモ 

ＢＡＣＫＢＡＣＫ 
完了完了 
録りなおし録りなおし 

録音終了録音終了 
5

◆すでにボイスメモがあるときは◆
ボイスメモ付きの画像を選んだときは、再録音す
るかどうか選択画面が表示されます。

ボイスメモボイスメモ 

戻る戻る 
再録音再録音 
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1電源レバーを“q”に合わせます。
2モードダイヤルを“~”に合わせSET-UP画
面を表示します。

1“f”で項目を選択します。
2“g”で設定を変更できます。

●! 電池を交換するときは、必ず電源を切ってください。
電源を切らずに電池カバーを開けたりACパワーア
ダプターを抜くと、各種設定が工場出荷設定に戻る
ことがあります。

●!“ピクセル”“日時設定”“オールリセット”は“c”を
押します。

SESET-T-UPUP

撮影画像表示撮影画像表示 
ＡＦＡＦモードモード 
アダプター設定アダプター設定 
オートパワーセーブオートパワーセーブ 

ＯＦＦＯＦＦ 

ピクセルピクセル 

ＡＦＡＦ 
なしなし 

設定設定 
ピクセルピクセル 設定設定 

２ 　ＭＩＮ　ＭＩＮ 

1

2 01 02

01 02

SET-UP（セットアップ）5設定編

■SET-UPメニュー一覧

項　目 表　示 内　　容

qピクセル

オートパワー
セーブ

撮影画像表示

操作音

オールリセット

日時設定

:設定

2MIN/5MIN/
OFF

OFF/ON/
プレビュー

LOW/HIGH/OFF

:実行

:設定

画像撮影時の記録するピクセル（画像サイズ）/クオリティー
（圧縮率）を設定できます。詳しくは67ページ参照。

何も操作していないときに消費電力を抑え、その後、自動的
に電源を切るかどうか設定できます。詳しくは71ページ参
照。

撮影後にプレビュー画面（撮影結果）を表示するかどうか設定
できます。詳しくは68ページ参照。

操作したときの音量を設定できます。

日時設定、カスタムホワイトバランス、EVF/LCDの設定を
除く、すべての設定を工場出荷設定にリセットします。“c”
を押すと確認画面が表示されるので、よければもう一度
“MENU/OK”ボタンを押します。

日付、時刻を設定できます。詳しくは14ページ参照。

工場出荷時

1
NORMAL

2MIN

OFF

LOW

－

－

~ セットアップ画面の操作

uピクセル :設定
動画撮影時の記録するピクセル（画像サイズ）を設定できます。
詳しくは67ページ参照。4

AFモード AF/エリア選択AF オートフォーカスの方法を設定できます。詳しくは69ペー
ジ参照。AF

アダプター設定 あり/なし コンバージョンレンズを使用するときに設定します。詳しく
は70ページ参照。なし

USB設定 カードリーダー/
PCカメラ 詳しくは73ページ参照。カード

リーダー

優先メディア
設定 /

スマートメディアとマイクロドライブが入っているときに、
使用するメディアを設定します。



◆静止画ピクセル設定について◆
4種類のピクセル（画像サイズ）と、4種類のクオリティーの組み合わせを選べます。下記の表を目
安にお試しいただき、目的に応じた設定をしてください。
画質を優先する場合は“HI”“FINE”を、枚数を優先する場合は“BASIC”を選んでください。
通常は“NORMAL”で十分な画質が得られます。

67
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q ピクセル

ＮＯＲＭＡＬＮＯＲＭＡＬ 
Ｎ Ｆ 

ピクセルピクセル 

ＯＫＯＫ ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

0201

1“f”でピクセル設定を変更し、“g”でク
オリティー設定を変更します。

2“MENU/OK”ボタンを押して決定します。

1：A4サイズ程度でプリントする場合や、画像の一部をトリミングしてA5/A6サイズ程度でプリント
する場合。

2：A5サイズ程度でプリントする場合や、画像の一部をトリミングしてA6サイズ程度でプリントする
場合。

3：A6サイズ程度でプリントする場合。
4：Eメールの画像添付用などインターネットで使用する場合。

3（2832×2128）

2（2048×1536）

1（1280×960）

4（640×480）

FINE NORMAL BASIC

1 1 2

2 2 ー

3 3 ー

ー 4 ー

クオリティー

u ピクセル

1“f”でピクセル設定を変更します。
2“MENU/OK”ボタンを押して決定します。

ピクセルピクセル 

ＯＫＯＫ ＢＡＣＫＢＡＣＫ 

0201

◆動画ピクセル設定について◆
2種類のピクセル（動画サイズ）を選べます。画
質を優先する場合は“VGA”を、撮影時間を長く
する場合は“QVGA”を選びます。

ピクセル

4 640×480

5 320×240

HI

1

ー

ー

ー

ピクセル



68

SET-UP（セットアップ）

撮影画像表示

SESET-T-UPUP

撮影画像表示撮影画像表示 
ＡＦＡＦモードモード 
アダプター設定アダプター設定 
オートパワーセーブオートパワーセーブ 

ＯＦＦＯＦＦ 

ピクセルピクセル 

ＡＦＡＦ 
なしなし 

設定設定 
ピクセルピクセル 設定設定 

２ 　ＭＩＮ　ＭＩＮ 

撮影後に撮影結果を表示するかしないか設定で
きます。

プレビュー設定のとき、画像を拡大して細部の
確認ができます。
1ズームボタンでズームします。
2“fg”で見える範囲を移動できます。

プレビュー設定のとき、連写・サイクル連写・
オートブラケティングでは画像を選んで記録で
きます。ただしプレビューズームはできません。
1“g”で記録しない画像を選びます。
2“b”で“p”マークが表示/非表示されます。
“p”マークを表示した画像は記録されません。
記録しない画像すべてに“p”マークを表示し
ます。

3“MENU/OK”ボタンを押して画像を記録しま
す。

0201

コマ選択コマ選択 
ＯＫＯＫ 記録記録 

コマ消去コマ消去 

プレビュープレビュー 

OFF ：撮影結果は表示されず、自動的に記録されます。
ON ：撮影結果が約2秒間表示され、自動的に記録されます。
プレビュー：撮影結果が表示され、記録するかどうか選べます。

y記録する：“MENU/OK”ボタンを押します。
y記録しない：“BACK”ボタンを押します。
また、プレビューズームや記録画像の選択が可能です。

●! 連写・サイクル連写・オートブラケティングでは、
“OFF”に設定しても一定時間表示され、自動的に記
録されます。

プレビューズーム

記録画像の選択

03

●! プレビューではトリミング保存はできません。
●! 再生ズーム（➡26ページ）と操作は同じです。

プレビュープレビュー 

01 02
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AFモード

SESET-T-UPUP

撮影画像表示撮影画像表示 
ＡＦＡＦモードモード 
アダプター設定アダプター設定 
オートパワーセーブオートパワーセーブ 

ＯＦＦＯＦＦ 

ピクセルピクセル 

ＡＦＡＦ 
なしなし 

設定設定 
ピクセルピクセル 設定設定 

２ 　ＭＩＮ　ＭＩＮ 

ピント合わせの方法を設定できます。

1“?”（ターゲットポイント）を、“√∫˜”ボタ
ンを押しながら、2“fg”で、ピントを合
わせたい位置に移動します。
3“√∫˜”ボタンから指を離します。

エリア選択ＡＦ位置設定エリア選択ＡＦ位置設定 

移動後 
移動前 

0201

1

2 ターゲットポイントを移動した位置にAFフレー
ムが表示されます。
通常どおりシャッターボタンを半押ししてから
撮影します。
AFフレームを再度移動するときは、手順1の操
作を行ってください。

００４９００４９ Ｎ 

２５０２５０ Ｆ５．６Ｆ５．６ 

AF オートフォーカス：画面中央でピント合わせを行います。
エリア選択AF ：画面内でピントを合わせる位置を変えることができます。三脚に固

定して構図を決めてから、ピントを合わせる位置を変えるときなど
に使用します。

●! エリア選択AFにすると、フォーカス確認機能は使えません。

エリア選択AF

AFフレームの位置にかかわらず、露出合わせは常に画面中央付近で行われます。主被写体に
露出を合わせるときは、AEロックの使用をおすすめします。

03



アダプター 
リング 

フィルター 

 
コンバージョン 
レンズ 

アダプター 
リング 
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SET-UP（セットアップ）

アダプター設定

SESET-T-UPUP

撮影画像表示撮影画像表示 
ＡＦモードＡＦモード 
アダプター設定アダプター設定 
オートパワーセーブオートパワーセーブ 

ＯＦＦＯＦＦ 

ピクセルピクセル 

ＡＦＡＦ 
ありあり 

設定設定 
ピクセルピクセル 設定設定 

２ 　ＭＩＮ　ＭＩＮ 

あり：コンバージョンレンズを使用するときに
設定します。設定すると“;”が表示され
ます。

なし：コンバージョンレンズを使用しないとき
に設定します。

アダプターリングとコンバージョ
ンレンズ、市販フィルターは、
矢印方向にねじ込んで取り付
けます。

◆コンバージョンレンズ/アダプターリングの紹介◆

ワイドコンバージョンレンズ WL-FX9

ワイドコンバージョンレンズと、アダプターリングのセット。レンズのF値を変えずに焦点距離
を0.79倍（広角：28mm相当）に変換します。また、ワイドコンバージョンレンズを外すと市
販のフィルターを使用できます。
yワイドコンバージョンレンズ仕様
倍率：0.79倍　レンズ構成：3群3枚
外形寸法：φ70mm×32mm 質量：約185g
付属品：アダプターリングAR-FX9（仕様は下記参照）、レンズキャップ（前後）、レンズポーチ

●! 広角側（28mm～46mm相当）での使用をおすすめします。望遠側ではゆがみが大きくなります。
●! ワイドコンバージョンレンズ使用時は内蔵ストロボを併用できません。

アダプターリング AR-FX9

市販のフィルターを使用する場合に必要です。
yアダプターリング仕様
使用できるフィルター：φ55mmの市販フィルター
外形寸法：φ58mm×39mm 質量：約30g

●! フィルターを2枚以上重ねて使用しないでください。

テレコンバージョンレンズ TL-FX9

レンズのF値を変えずに焦点距離を1.5倍に変換します。
yテレコンバージョンレンズ仕様
倍率：1.5倍　レンズ構成：3群3枚
外形寸法：φ65mm×55mm 質量：約100g
付属品：レンズキャップ（前後）、レンズポーチ

●! 別途アダプターリングAR-FX9をご用意ください。
●! 望遠側のケラレのない領域での使用をおすすめします。広角側では画像のケラレが生じます。
●! テレコンバージョンレンズ使用時は内蔵ストロボを併用できません。

●! 正しく設定しないとピントが合わないことがあります。
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SESET-T-UPUP

撮影画像表示撮影画像表示 
ＡＦモードＡＦモード 
アダプター設定アダプター設定 
オートパワーセーブオートパワーセーブ 

ＯＦＦＯＦＦ 

ピクセルピクセル 

ＡＦＡＦ 
なしなし 

設定設定 
ピクセルピクセル 設定設定 

２ 　ＭＩＮ　ＭＩＮ 

本機能を有効にすると、約30秒間操作をしない
と一時的に画面などを消し、消費電力を抑えま
す（スリープ）。その後、しばらく放置（2分また
は5分）すると自動的に電源が切れます。電池の
駆動時間をできるだけ長くしたいときに使用し
ます。

●! USB接続時はオートパワーセーブは無効になりま
す。

セットアップと再生モードではスリープは機能しませんが、しばらく放置（2分または5分）す
ると自動的に電源が切れます。

オートパワーセーブ

◆再度電源を入れるには◆

1電源レバーを“OFF”に合わせます。

2電源レバーを“q”または“Q”に合わせます。

スリープしているときに、シャッターボタンを
半押しすると、撮影可能状態に復帰します。電
源をON/OFFするよりも、素早く撮影可能にな
るので便利です。

●! シャッターボタン以外のボタンでも復帰できます。

02

01
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テレビに接続する/ACパワーアダプターを使う（別売）6接続編

ACパワーアダプターを使う（別売）

ACパワーアダプター AC-5Vを接続すると、電池の消耗を気にせず撮影・再生（テレビ接続時
など）・パソコンと接続することも可能ですので、旅行先などで便利です。

x使用可能なACパワーアダプター
型名：AC-5VH、AC-5VS、AC-5VN、AC-5V

●! 使用説明書では「ACパワーアダプター AC-5V」と表記しています。
●! AC-5VH、AC-5VS、AC-5VNは海外で使用できます（➡80ページ）

DC IN  
5V端子 

カメラの電源が切れていることを確認します。
DC IN 5V端子カバーを開け、ACパワーアダプ
ターの接続プラグを“DC IN 5V”端子に奥まで
差し込み、次に電源コンセントに差し込みます。

●! 弊社専用品以外をご使用になった場合の不具合は保
証いたしかねます。

●! ACパワーアダプターについてのご注意は80ページ
をご参照ください。

テレビ接続する

カメラとテレビの電源を切ります。端子カバー
を開け、カメラの“A/V OUT（音声/映像出力）”
端子にA/Vケーブル（付属品）のプラグを接続し
ます。

  A/V OUT 
（音声/映像出力）端子 

映像（黄） 

音声（白） 

端子へ 

●! コンセントが近くにある場合は、ACパワーアダプ
ター AC-5Vを接続することをおすすめします。

テレビの映像入力端子にピンプラグを接続し、
カメラとテレビの電源を入れて通常どおり撮影、
再生を行ってください。

●! テレビの映像入力については、テレビの説明書をご
参照ください。

1

2
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パソコンと接続するには

カメラをパソコンに初めて接続する際は

USB接続で利用できる機能の概要と接続方法を説明します。あわせて別冊のソフトウェア取扱
ガイドをご覧ください。

接続する前に、ソフトウェアをすべてインス
トールしておく必要があります。
あわせてソフトウェア取扱ガイドをご覧くだ
さい。

カードリーダー機能について

メディアから簡単に画像の読み出し、書き込
みができます。USBインターフェース接続
により、高速にファイル転送が行えます（➡

74ページ）。

PCカメラ機能について

インターネット接続されたパソコン同士でテ
レビ電話（“PictureHello”）が楽しめます。ま
た動画をパソコンで記録できます（➡75ペー
ジ）。

●! テレビ電話（“PictureHello”）はMacintosh
に対応していません。

●! Mac OS X（Classic環境を含む）では、PCカメ
ラ機能を利用できません。Mac OS 8.6～9.2
をご使用ください。

CD-ROM
「Software for FinePix」 ソフトウェア取扱ガイド

詳しい使い方を調べること 
ができます。 
このメニューを実行するには、 
AcrobatReaderが必要です。 

画像の整理と、CDーRへの書き込み
をお手伝いします。 

最新のFinePixViewerを 
手に入れることができます。 

一括処理などの便利
なメニューがたくさんあ
ります。 

細部の確認や、簡単な 
加工（回転、文字合成、 
トリミングなど）がで 
きます。 
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カードリーダー接続方法

1

2

SESET-T-UPUP

ＵＳＢＵＳＢ設定設定 

日時設定日時設定 
オールリセットオールリセット 

優先メディア設定優先メディア設定 
操作音操作音 ＬＯＷＬＯＷ 

カードリーダー 

設定設定 
実行実行 

0201 1撮影したメディアをカメラにセットします。
2モードダイヤルを“~”に合わせてから、電
源レバーを“q”に合わせます。

3SET-UPの“USB設定”を“カードリーダー”
にしてから（➡66ページ）、電源を切ります。

1パソコンの電源を入れます。
2専用USBケーブルでカメラとパソコンを接続
します。

3カメラの電源を入れます。

●! Windows XPおよびMac OS Xでは、初回接続時に自動起動の設定が必要です（➡別冊のソフトウェ
ア取扱ガイド）。

●! 専用USBケーブルは向きに気をつけて、接続端子に奥までしっかりと差し込んでください。

カメラを取り外すとき、電源を切るときは、必
ず所定の手順で行ってください（➡76ページ）。

Windowsパソコンをお使いの場合、インストールが完了していると、ドライバの設定が自動
的に行われますので、そのままお待ちください。
＊パソコンがカメラを認識しない場合は、ソフトウェア取扱ガイドをご参照ください。

03

（専用（専用USBUSB）） 
    端子端子 
（専用USB）
  端子 

  AC-5V（別売） 

カメラの動作 パソコンの動作

zカメラとパソコンが通信中のときは、イン
ジケーターランプが、緑/橙に交互点滅しま
す。
z画面には“カードリーダー”と表示されます。
zUSB接続時はオートパワーセーブしません。

●! メディアの交換は、必ず76ページの手順でカメ
ラとパソコンの接続を切ったあとに行ってくだ
さい。

●! 通信中はUSBケーブルを取り外さないでくださ
い。取り外しかたについては、76ページをご参
照ください。

zFinePixViewerが自動的に起動します。

zリムーバブルアイコンが表示され、パソコン
でファイルの読み出し、書き込みができます。

上記の動作が確認できない場合、必要なソフ
トウェアがうまくインストールできていませ
ん。別冊のソフトウェア取扱ガイドを参照し
て、パソコンでの準備を完了してから、もう
一度接続してください。

Windows Macintosh

＊Windows 98 SE
の画面です。

●! ACパワーアダプターAC-5V（別売）を使った接続を
おすすめします（➡72ページ）。ファイル通信中に電
源が切れると、正常なファイルの転送ができません。

●! スマートメディアとマイクロドライブを同時にセッ
トした場合は、「優先メディア」として設定されてい
るメディアが使用されます（➡66ページ）。



（専用（専用USBUSB）） 
    端子端子 
（専用USB）
  端子 

  AC-5V（別売） 
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PCカメラ接続方法

1モードダイヤルを“~”に合わせます。
2電源レバーを“q”に合わせます。
3SET-UPの“USB設定”を“PCカメラ”にし
てから（➡66ページ）、電源を切ります。

1パソコンの電源を入れます。
2専用USBケーブルでカメラとパソコンを接続
します。

3カメラの電源を入れます。

●! 専用USBケーブルは向きに気をつけて、接続端子に奥までしっかりと差し込んでください。

Windowsパソコンをお使いの場合、インストールが完了していると、ドライバの設定が自動
的に行われますので、そのままお待ちください。
＊パソコンがカメラを認識しない場合は、ソフトウェア取扱ガイドをご参照ください。

1

SESET-T-UPUP

ＵＳＢＵＳＢ設定設定 

日時設定日時設定 
オールリセットオールリセット 

優先メディア設定優先メディア設定 
操作音操作音 ＬＯＷＬＯＷ 

ＰＣＰＣカメラ 

設定設定 
実行実行 

03

01 02

2

パソコン USB端子 

カメラの動作 パソコンの動作

zカメラとパソコンが通信中のときは、イン
ジケーターランプが、緑/橙に交互点滅しま
す。
zレンズが広角側に固定されます。
z画面には“PCカメラ”と表示されます。
zUSB接続時はオートパワーセーブしません。

●! USB設定をPCカメラにして電源を入れると、
液晶モニターやテレビの画面の色味が変わるこ
とがあります。

●! 通信中はUSBケーブルを取り外さないでくださ
い。取り外しかたについては、76ページをご参
照ください。

zF i neP i xV i ewe rが自動的に起動し、
PictureHelloが開きます（Windowsのみ）。

zVideoImpressionでライブ画像を見るこ
とができます。

上記の動作が確認できない場合、必要なソフ
トウェアがうまくインストールできていませ
ん。別冊のソフトウェア取扱ガイドを参照し
て、パソコンでの準備を完了してから、もう
一度接続してください。

＊Windows 98 SEの画面
です。

＊Macintoshの画面です。

カメラを取り外すとき、電源を切るときは、必
ず所定の手順で行ってください（➡76ページ）。

●! ACパワーアダプターAC-5V（別売）を使った接続を
おすすめします（➡72ページ）。データ通信中に電
源が切れると、正常なデータの転送ができません。
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パソコンと接続を切るには（必ず行ってください）

1カメラを利用しているアプリケーション
（FinePixViewer、VideoImpressionなど）
をすべて終了します。

2インジケーターランプが緑色に点灯している
こと（パソコンと通信していないこと）を確認
します。

カメラの電源を切る前の作業を行います。この手順は、ご使用のOS（パソコン）によって違
います。

●! パソコンで“コピー中”の表示が消えても、カメラと通信中の場合があります。必ずカメラのインジ
ケーターランプが緑色に点灯していることを確認してください。

カードリーダー接続の場合は、2に進みます。PCカメラ接続の場合は、3に進みます。

パソコンでの操作は必要ありません。

Windows 98/98 SE

Windows Me/2000 Professional/XP

1

2

デスクトップの“リムーバブルドライブ”アイコンを、ゴミ箱にドラッグ&ドロップします。

Macintosh

●! ゴミ箱にドラッグ＆ドロップすると、カメラ
の液晶モニターに“REMOVE OK”と表示さ
れます。

1マイコンピュータの中の“リムーバブル
ディスク”アイコンを右クリックし、取
り出しをクリックします。

＊この操作はWindows Me
のみ必要です。

＊Windows Meの画面です。

3下図のメニューが表示されますので、メ
ニュー上をクリックします。

4“ハードウェアの取り外し”ダイアログが
表示されますので、“OK”ボタンかクロー
ズボタンをクリックしてください。

＊Windows Meの画面です。

2タスクバー上の取り外しアイコンを左ク
リックします。

カメラの電源を切り、専用USBケーブルを取り外します。3
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システムアップ機器（別売）（平成14年4月現在）

PC  CARD

ADAPTER

デジタルカメラ 
ファインピックスS602

A/V出力 

スマートメディア 

パーソナル 
コンピューター 
（市販品） 

プリンター （市販品） 

（フロッピーディスクドライブ） 

イメージメモリーカードリーダー  SM-R2 
 

デジタルフォトプリンター 
FinePix Printer NX-700/NX-800M

デジタルフォトプラットフォーム 
FinePix Platform HA-770

モニターテレビ 
（市販品） 

（PCカードスロット） 

PCカードアダプター PC-AD3B

フロッピーディスクアダプター FD-A2B （フラッシュパス） 

映像出力 

映像出力 

（USB接続） 

（USB接続） DIGITAL入出力 

付属のインターフェースセット 

＜プリント作成＞ 

＜パソコンへの画像入出力＞ 

USB接続 

USB接続 

イメージメモリーカードリーダー  DM-R1 
 
（IEEE 1394接続） 

マイクロドライブ 

PCカードアダプター　(PCカードスロット)

デジタルカメラ プリントサービス 
（FDiサービス） 

e別売のフジフイルム製品と組み合わせることにより、様々な用途向けにシステムアップする
ことができます。
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その他 別売アクセサリーの紹介（平成14年4月現在）

e使いかたについては、お使いになるアクセサリーの「使用説明書」をご覧ください。
※最新情報は富士フイルムホームページをご覧ください。 http://www.fujifilm.co.jp/
※価格はメーカー希望小売価格、消費税別です。

xイメージメモリーカード（スマートメディア™）
以下の種類がお使いいただけます。
zMG-4SB：4MB、3.3V仕様 zMG-16SW：16MB、3.3V仕様（ID付き）
zMG-8SB：8MB、3.3V仕様 zMG-32SW：32MB、3.3V仕様（ID付き）
zMG-16SB：16MB、3.3V仕様 zMG-64SW：64MB、3.3V仕様（ID付き）
zMG-32SB：32MB、3.3V仕様 zMG-128SW：128MB、3.3V仕様（ID付き）
＊3.3V仕様品の中には「3V」という表示のものがあります。

xACパワーアダプター AC-5VH
長時間の撮影・再生時、パソコンとの接続時にお使いください。
（AC100～240V、50/60Hz対応）

xマイクロドライブキット MK-1/MK-2
IBM製の小型のハードディスクドライブで、容量が340MB/1GBあり、大量の画
像を保存することができます。
専用PCカードアダプターが付属しています。

xPCカードアダプター PC-AD3B
スマートメディアをPC Card Standard ATA（PCMCIA2.1）に準拠したPCカー
ド（TYPE II）として使えます。

xデジタルフォトプラットフォーム HA-770
スマートメディア、PCカード、Zip 3スロットを装備し、デジタルカメラ画像の
アルバム編集、再生機能搭載。パソコン＊、テレビ、プリンターに対応したマルチ
インターフェース。
＊パソコン接続はUSBインターフェース（対応OS：Windows 98（Second
Editionを含む）/Windows Me/Windows 2000 Professional、Mac OS
8.5.1～9.1）

xフロッピーディスクアダプター FD-A2B（FlashPath：フラッシュパス）
通常の3.5インチのフロッピーディスクと同じ形をしたアダプターです。
スマートメディアをフロッピーディスクアダプターに挿入し、フロッピーディスク
ドライブからスマートメディアの画像をパソコンに取り込むことができます。
zフロッピーディスクアダプター FD-A2対応OS
Windows 95/98/98 Second Edition/Me（DOS/V機）
Windows 95 4.00.950B OSR2以降/98/98 SE（NEC PC-9821シリーズ）
Mac OS7.6.1～9.1/Power Macintosh（読み込みのみ）

PC  CARD
ADAPTER

xソフトケース SC-FX602
ポリエステル製の専用ケースです。カメラを持ち運ぶときに、ゴミやほこり、軽い
衝撃からカメラを保護します。

xイメージメモリーカードリーダー DM-R1
イメージメモリーカード［スマートメディア、コンパクトフラッシュタイプ II（マイ
クロドライブ対応）］からパソコンに、簡単に画像の読み出し、書き込みができます。
IEEE1394インターフェースにより高速なファイル転送を行います。
zWindows98 Second Edition、Windows 2000 Professional（読み出し専
用）、iMac DV、およびFireWireを標準装備するPower Macintosh、Mac
OS8.5.1～9.1

※すべてオープン価格

※4,500円

xニッケル水素/ニカド急速充電器80（FNH）
ニッケル水素電池「ニッケル水素1700」2本を約90分間で充電できます。
同時に4本までのニッケル水素/ニカド電池の充電が可能です（日本国内使用専用）。

x単3形ニッケル水素電池「ニッケル水素1700」（HR-AA）
高容量の単3形ニッケル水素電池です。
4本パック「型名 HR-AA/4B」をお買い求めください。

※4,500円

※4本セット HR-AA/4B 1,980円

xニッケル水素/ニカド急速充電器ワールドタイプ スリム（FNW）
ニッケル水素電池「ニッケル水素1700」2本を約115分で充電できます。
同時に4本までのニッケル水素/ニカド電池の充電が可能です（AC100V～240V、50/60Hz対応）。

※12,000円

※49,800円

※オープン価格

※10,000円

※4,000円

※すべてオープン価格
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使用上のご注意

eご使用の前に、必ず別冊の「安全上のご注意」をお読みの上、正しくご使用ください。

■避けて欲しい場所
次のような場所での本機の使用および保管は避けて
ください。
y雨天下、湿気やゴミ、ほこりの多いところ
y直射日光の当たるところや夏場の密閉した自動車
内など、高温になるところ
y極端に寒いところ
y振動の激しいところ
y油煙や湯気の当たるところ
y強い磁場の発生するところ（モーター、トランス、
磁石のそばなど）
y防虫剤などの薬品やゴム、ビニール製品に長時間
接触するところ

■冠水・浸水、砂かぶりにご注意
水や砂は本機の大敵です。海辺・水辺などでは、水
や砂がかからないようにしてください。また、水で
ぬれた場所の上に、本機を置かないでください。水
や砂が本機の内部に入りますと、故障の原因になる
ばかりか、修理できなくなることもあります。

■結露（つゆつき）にご注意
本機を寒いところから急に暖かいところに持ち込ん
だときなどに、本機内外部やレンズなどに水滴がつ
くこと（結露）があります。このようなときは電源
を切り、水滴がなくなってからお使いください。ま
た、メディアに水滴がつくことがあります。このよ
うなときはメディアを取り出し、しばらくたってか
らお使いください。

■長時間お使いにならないときは
本機を長時間お使いにならないときは、電池、メディ
アを取り外して保管してください。

■カメラのお手入れ
yレンズ、液晶モニター表面やファインダー外部AF
センサーなどの汚れはブロアーブラシなどでほこ
りを払い、乾いた柔らかい布などで軽くふいてく
ださい。それでも取れないときは、フジフイルム
のレンズクリーニングペーパーにレンズクリーニ
ングリキッドを少量つけて軽くふいてください。
yレンズ、液晶モニター表面やファインダーなどは
傷つきやすいので、固いものでこすったりしない
でください。
yカメラ本体は、乾いた柔らかい布などでふいてく
ださい。シンナー、ベンジンおよび殺虫剤など揮
発性のものをかけないでください。変質・変形し
たり、塗料がはげるなどの原因になります。

■海外で使うとき
yこのカメラは国内仕様です。付属している保証書
は、国内に限られています。旅行先で万一、故
障・不具合が生じた場合は、持ち帰ったあと国内
の弊社サービスステーションにご相談ください。
y海外旅行などでチェックインする旅行カバンにカ
メラを入れないでください。空港での荷扱いによっ
ては、大きな衝撃を受けて、外観には変化がなく
ても内部の部品の故障の原因になることがありま
す。
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電源についてのご注意

y本機には、単3形アルカリ乾電池や単3形ニッケル水素電
池を使用してください。単3形マンガン乾電池、単3形リ
チウム電池や単3形ニカド電池は、使用できません。

yアルカリ乾電池は銘柄により電池寿命（使用時間）の差が
あり、本機に付属のアルカリ乾電池に比べ、電池寿命が
かなり短い場合があります。

使用できる電池

電池の使いかたを誤ると、液もれ、発熱、発火、破裂の恐
れがあります。以下の事項をお守りください。
y火中に投入したり、加熱したりしないでください。
yプラス極とマイナス極を針金などの金属で接続したり、
ネックレスやヘアピンなどの金属類と一緒に持ち運んだ
り保管しないでください。
y水や海水につけたり、端子部分をぬらさないでください。
y変形させたり、分解、改造をしないでください。
y外装チューブをはがしたり、傷をつけないでください。
y落としたり、ぶつけたり、大きな衝撃を与えないでくだ
さい。
y液もれしている、変形、変色、その他異常に気づいたと
きは使用しないでください。
y高温、多湿の場所に保管しないでください。
y幼児やお子様の手の届く範囲に放置しないでください。
yカメラに電池を入れるときは、極性（Ωと≈）に注意して
表示どおりに入れてください。
y新しい電池と使用した電池（充電式電池の場合：充電済み
の電池と、放電した電池）、あるいは種類やメーカーの異
なる電池を混ぜて使用しないでください。
y長い間使用しないときは、電池を取り出しておいてくだ
さい（電池を取り外して放置した場合、各種設定がクリア
されます）。
y使用直後の電池は高温になることがあります。電池の取
り外しはカメラの電源を切り、電池の温度が下がるのを
待ってから行ってください。
y電池を交換するときは、4本すべてを新しい電池にお取り
替えください。新しい電池とは、アルカリ乾電池では「最
近購入した未使用のもの」、ニッケル水素電池では「最近
同時にフル充電した電池」のことです。
y寒冷地（＋10℃以下）では電池の性能が低下し、使用可能
時間が極端に短くなります。特にアルカリ乾電池はこの
傾向がありますので、電池をポケットの中などで温めて
からお使いください。また、カイロをお使いの場合は直
接電池に触れないようにご注意ください。
y電池の電極に皮脂などの汚れがあると撮影枚数が極端に
少なくなることがあります。電池をセットする前に電極
を乾いた柔らかい布で丁寧に清掃してください。

万一、液もれが起こったときは、電池挿入部につい
た液をよくふき取ってから、新しい電池を入れてく
ださい。
電池の液が手や衣服に付着したときは、水でよく洗
い流してください。また、液が目に入った場合には
失明の恐れがあります。こすらずに、きれいな水で
洗ったあと、医師の診療を受けてください。

■電池の破棄について
電池を捨てるときは、地域の条例に従って処分してください。

■小形充電式電池（ニッケル水素電池）についてのご注意
y単3形ニッケル水素電池の充電は、専用の急速充電器（別
売）を使用し、急速充電器の「使用説明書」の指示に従って
正しく行ってください。
y急速充電器（別売）では、指定外の電池を充電しないでく
ださい。
y充電直後の電池は高温になっていることがありますので、
ご注意ください。
yニッケル水素電池は、出荷時には充電されていません。
ご使用の前に必ず充電してください。
yカメラの機構上、電源を切っても微小電流が流れていま
す。ニッケル水素電池を長期間カメラに入れたままにす
ると過放電状態になり、充電しても使えなくなることが
ありますので特にご注意ください。
yニッケル水素電池は使わなくても自己放電しています。
ご使用の前に必ず充電してください。また、正常に充電
したにもかかわらず、使用できる時間が著しく短くなっ
たときは、電池の寿命です。新しいものをお買い求めく
ださい。
yニッケル水素電池の電極に、皮脂などの汚れがあると撮
影枚数が極端に少なくなることがあります。この場合は、
電極を乾いた柔らかい布で丁寧に清掃後、一度使い切っ
てから充電してください。
yお買上げ時や長い間使用していなかった電池は、十分に
充電されないこと（電池残量警告がすぐに表示されて、撮
影可能枚数が少ない場合）があります。これは電池の特性
によるもので故障ではありません。充電して使用するこ
とを3～4回繰り返すと正常な状態に戻ります。
yニッケル水素電池の容量が残っている状態で充電を繰り
返すと、「メモリー効果＊」が発生して早めに電池残量警告
が出ることがあります。最後まで使い切ってから充電す
ることで正常な状態に戻ります。
＊メモリー効果：電池の容量が見かけ上劣化したような

特性を示す現象

■小形充電式電池のリサイクルについて
このマークは小形充電式電池（ニッケル水素
電池など）のリサイクルマークです。小形充
電式電池は埋蔵量の少ない高価な希少資源を
使用していますが、これらの金属はリサイク
ルして再利用できます。

このようにリサイクルすることは、ゴミを減らし、環境を守る
ことにつながります。ご使用済みの小形充電式電池の廃棄に
際しては、端子部にセロハンテープなどの絶縁テープをはっ
て、小形充電式電池リサイクル協力店へご持参ください。

電池についてのご注意

ACパワーアダプターについてのご注意
必ず専用のACパワーアダプター
AC-5VH/AC-5VS/AC-5VN/
AC-5V（JEITA規格・極性統一形
プラグ付き）をお使いください。
弊社専用品以外のACパワーアダプ
ターをお使いになるとカメラが故
障する原因となることがあります。

y室内専用です。
yカメラのDC入力端子へ、接続コードのプラグをしっかり
差し込んでください。
yカメラのDC入力端子から接続コードを抜くときは、カメ
ラの電源を切って、プラグを持って抜いてください（コー

ドを引っ張らないでください）。
yACパワーアダプターは、指定の機器以外には使用しない
でください。
y使用中、ACパワーアダプターが熱くなるときがあります
が故障ではありません。
y分解したりしないでください。危険です。
y高温多湿のところでは使用しないでください。
y落としたり、強いショックを与えないでください。
y内部で発信音がすることがありますが、異常ではありま
せん。
yラジオの近くで使用すると、雑音が入る場合があります
ので、離してお使いください。

極性統一形プラグ
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メディア（スマートメディア™およびマイクロドライブ）についてのご注意

■スマートメディアについて
デジタルカメラ用に開発された、新しい画像記録媒体
SmartMedia（スマートメディア）です。スマートメディ
アの中には、半導体メモリー（NAND型フラッシュメモ
リー）が内蔵されており、このメモリーにデジタル化さ
れた画像ファイルが記録されます。
記録は電気的に行われますので、一度記録した画像ファ
イルを消去したり、再び記録することができます。

■ID付きスマートメディアについて
SmartMedia ID（ID付きSmartMedia）は、スマート
メディア個々に（ID）番号を割り振ったもので、IDを利
用した著作権保護、その他の仕組みを持つ機器で使用
できます。本機では、従来のスマートメディアと同様
に使用できます。

■マイクロドライブについて
Microdrive（マイクロドライブ）は小型/軽量のハード
ディスク・ドライブでCF＋Type IIに準拠しています。
大量の画像ファイルが記録でき、1MBあたりの記録コ
ストも低減するため、高画質な画像をより経済的に保
存することができます。

■ファイル保持について
以下の場合、記録したファイルが消滅（破壊）すること
があります。記録したファイルの消滅（破壊）について
は、弊社は一切その責任を負いませんのであらかじめ
ご了承ください。
＊お客様または第三者がメディアの使いかたを誤った
とき
＊メディアが静電気・電気的ノイズの影響を受けたとき
＊メディアに記録動作中・消去（フォーマット）動作中
にメディアを取り出したり機器の電源を切ったとき
＊メディアを曲げたり、強い力やショックを加えたり、
落としたりしたとき

大切なファイルは別のメディア（MOディスク、フロッ
ピーディスク、ハードディスクなど）にコピーして、
バックアップ保存されることをおすすめします。

■メディアに共通の取扱上のご注意
yメディアをカメラに入れるときは、まっすぐに挿入
してください。
yメディアの記録中・消去（フォーマット）中は、絶対
にメディアを取り出したり、機器の電源を切ったり
しないでください。メディアが破壊されることがあ
ります。
yメディアは精密電子機器です。曲げたり、強い力や
ショックを加えたり、落としたりしないでください。
y強い静電気・電気的ノイズの発生しやすい環境での
ご使用・保管は避けてください。
y高温多湿の場所、または腐食性のある環境下でのご
使用・保管は避けてください。

■スマートメディアの取扱上のご注意
y指定された以外のスマートメディアはお使いになれ
ません。無理にご使用になるとカメラの故障の原因
となります。
yスマートメディアの接触面（金色の部分）にゴミや異
物がつかないように、また触らないようにご注意くだ
さい。汚れは乾いた柔らかい布などでふいてください。

yスマートメディアの持ち運びや保管時は、静電気に
よる影響を避けるため、必ず専用の静電気防止ケー
スに入れてください。また、収納ケースがある場合
は収納ケースに入れてください。
y静電気を帯びたスマートメディアをカメラに入れる
と、カメラが誤作動する場合があります。このよう
な場合はいったん電源を切ってから、再び電源を入
れ直してください。

yズボンのポケットなどに入れないでください。座った
ときなどに大きな力が加わり、壊れる恐れがあります。
y長時間お使いになったあと、取り出したスマートメ
ディアが温かくなっている場合がありますが、故障
ではありません。
yスマートメディアには寿命があり、長期間使用する
うちに書き込みや消去ができなくなります。このと
きは新しいものをお買い求めください。
yスマートメディアのインデックスエリアには、付属
のインデックスラベルをはってください。市販のラ
ベルなどは、はらないでください。スマートメディ
アの出し入れの際、故障の原因になります。
yスマートメディアのインデックスラベルは、ライトプ
ロテクトエリアにかからないように、はってください。
y万一、弊社の製造上の原因によるスマートメディア
の初期品質不良がありました場合には、同数の新し
いスマートメディアとお取り替えいたします。それ
以外の責はご容赦ください。

■マイクロドライブの取扱上のご注意
yマイクロドライブのラベルに記入しないでください。
yマイクロドライブのラベルをはがさないでください。
yマイクロドライブにラベルを重ねてはらないでくだ
さい。
yマイクロドライブの持ち運びや保管時は、マイクロ
ドライブ同梱の専用保護ケースに入れてください。
y取り出し機能のないCF＋Type IIスロットでは使用し
ないでください。
y長時間使用すると熱くなることがありますので、取
り扱いには十分注意してください。
y強い磁気のそばに近づけないでください。
yぬらさないでください。
yカバーを強く押さないでください。

■メディアをパソコンで使用する場合のご注意
yパソコンで使用したあとのメディアを使って撮影す
る場合、メディアのフォーマットはカメラで行って
ください。
yメディアをカメラでフォーマットして撮影・記録す
ると、自動的にフォルダが作成されます。画像ファ
イルは、このフォルダ内に記録されます。
yパソコンでメディアのフォルダ名、ファイル名の変
更・消去などの操作を行わないでください。メディ
アがカメラで使用できなくなることがあります。
yメディア上の画像ファイルの消去はカメラで行って
ください。
y画像ファイルを編集する場合は、画像ファイルをハー
ドディスクなどにコピーし、コピーした画像ファイ
ルを編集してください。

スマートメディアの主な仕様
デジタルカメラ用イメージメモリーカー
ドSmartMedia（スマートメディア）
3.3V
温度 0℃～＋40℃　
湿度 80％以下（結露しないこと）
37mm×45mm×0.76mm
（幅/高さ/厚み）

形 式

動 作 電 圧
使 用 条 件

外 形 寸 法

マイクロドライブの主な仕様
CF＋™ Type II
3.3V、5V
温度 ＋5℃～＋40℃　
湿度 8％～90％以下（結露しないこと）
42.8mm×36.4mm×5mm
（幅/高さ/厚み）

形 式
動 作 電 圧
使 用 条 件

外 形 寸 法
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警告表示 e画面に表示される警告には、以下のものがあります。

警告表示 警告内容 処　　置

カメラの電池の残容量が少な
い。

メディアが入っていない。

zメディアがフォーマット（初
期化）されていない。
zスマートメディアの接触面
（金色の部分）が汚れている。

zカメラが故障している。

zスマートメディアが正しくセッ
トされていない。
zスマートメディアの接触面
（金色の部分）が汚れている。
zメディアが壊れている。
zメディアのフォーマットが異
常。
zカメラが故障している。

メディアに空き容量がなく、こ
れ以上記録できない。

スマートメディアが誤記録防止
状態になっている。

電池を準備するか、交換してください。

zスマートメディア（3.3V仕様）を正しい向
きにセットしてください。
zマイクロドライブを正しくセットしてくだ
さい。

zメディアをフォーマットしてください。

zスマートメディアの接触面を、乾いた柔ら
かい布などでよくふいてください。また、
フォーマットが必要な場合があります。そ
れでもERRORの場合はスマートメディア
を交換してください。
z弊社サービスステーションに修理をご依頼
ください。

zスマートメディアを奥まで差し込み、ロッ
クされるのを確認してください。
zスマートメディアの接触面を、乾いた柔ら
かい布などでよくふいてください。また、
フォーマットが必要な場合があります。そ
れでもERRORの場合はスマートメディア
を交換してください。
z弊社サービスステーションに修理をご依頼
ください。

誤記録防止状態になっていないスマートメディ
アを使用してください。

画像を消去するか、空き容量のあるメディア
を使用してください。

zメディアと本体の接触異常ま
たはメディアの異常のため記
録できない。

z撮影した画像がメディアの空
き容量を超えて記録できない。

zメディアを入れ直すか電源のON（入）/OFF
（切）を繰り返してください。それでも復帰
できないときは、弊社サービスステーショ
ンに修理をご依頼ください。
z新しいメディアを使用してください。

ＦＩＬＥ　ＮＯ．ＦＵＬＬ 
コマNo.が999―9999に達し
ている。

フォーマットしたメディアに撮影してください。

z正常に記録されていないファ
イルを再生した。
zスマートメディアの接触面
（金色の部分）が汚れている。

zカメラが故障している。

zFinePix50iで録音したボイ
スファイルを再生した。

z再生することはできません。

zスマートメディアの接触面を、乾いた柔ら
かい布などでよくふいてください。また、
フォーマットが必要な場合があります。そ
れでもERRORの場合はスマートメディア
を交換してください。
z弊社サービスステーションに修理をご依頼
ください。
z再生することはできません。

X
C

（赤点灯）

（赤点滅）

zボイスメモファイルが異常。
zカメラが故障している。

zボイスメモを再生することはできません。
z弊社サービスステーションに修理をご依頼
ください。
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プリント予約再設定ＯＫ？ 

警告内容

削除しようとした画像はプリン
ト指定されている。

zすでにプリント予約されてい
る。
zDPOFファイルにエラーがあ
る。または他の機器で設定し
たDPOFファイルである。

画像を削除すると、DPOF指定項目からも同
時に設定が削除されます。

DPOFファイルを新しく作成し、プリント予
約をすべてやり直す場合は“MENU/OK”ボタ
ンを押してください。

警告表示 処　　置

DPOFのコマ設定で1000コマ
以上のプリント指定をした。

同一スマートメディア内でプリント指定でき
るコマ数は999コマまでです。999コマ以下
にしてください。

ＤＰＯＦ　ＦＩＬＥ　ＥＲＲＯＲ 

カメラが誤作動または故障して
いる。

zレンズ部に触らないようにして、電源を
入れ直してください。
z電源のON（入）/OFF（切）を繰り返してくだ
さい。それでも復帰できないときは、弊社
サービスステーションに修理をご依頼くだ
さい。

プリント予約されています 
このコマを消去しますか？ 

プリント予約されています 
全コマ消去しますか？ 

ＺＯＯＭ　ＥＲＲＯＲ 

ＦＯＣＵＳ　ＥＲＲＯＲ 

AE連動範囲外。 撮影できますが、適正露出ではありません。絞り・シャッタースピード表示
（赤点灯）

AF（オートフォーカス）がうま
く働かない。

z暗い場合は被写体から2m程度離れて撮影し
てください。
zAFロック撮影をしてください。

シャッター速度が遅く、手ブレ
を発生しやすい状態。

ストロボ撮影する。ただし撮影シーンやモー
ドによっては三脚を使用してください。\

パソコンでフォーマットしたメ
ディアで撮影したため、記録が
間に合わなくなった。

カメラでフォーマットしたメディアをお使い
ください。ＢＵＳＹ 

プロテクトされているコマを消
去しようとした。

プロテクトしたファイルは消去できません。
プロテクトしたカメラでプロテクトを解除し
てください。

ＰＲＯＴＥＣＴＥＤ　ＦＲＡＭＥ 
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困ったときは

電源が入らない。

電源が途中で切れる。

電池の消耗が早い。

シャッターボタンを押し
ても撮影できない。

ピント合わせが遅い。

ボイスメモを設定できな
い。

セルフタイマーを設定で
きない。

マクロ（近距離）を設定で
きない。

連写を設定できない。

ピクセルが1で、
NORMALとFINEしか選
べない。

ピクセルが1で、
NORMALしか選べない。

ストロボ撮影できない。

z新しい電池か、充電済みの電池と交換し
てください。
z電池を正しい方向に入れてください。
z正しく接続しなおして、電源プラグをコ
ンセントに差し込んでください。

z新しい電池か、充電済みの電池と交換し
てください。

z電池をポケットなどに入れて温かくして
おき、撮影の直前にカメラに取り付けて
ください。ただし、アルカリ乾電池は使
用できません。
z電池をカメラから取り出して、電池の端
子部分を乾いたきれいな布でふいてから
入れ直してください。
z電池の端子部分を乾いたきれいな布でふ
いてから充電してください。
z電池の特性により、十分に充電されない
ことがあります。充電して使用すること
を数回繰り返してください。
z新しい充電式電池と交換してください。

z新しい電池か、充電済みの電池と交換し
てください。
z電源を入れ直してください。
zメディアを入れてください。
zフォーマットしてください。
z空き容量のあるメディアを使うか、不要
なコマを消去してください。
zスマートメディアの接触面を乾いたきれ
いな布でふいてください。
z誤記録防止状態を解除してください（ラ
イトプロテクトシールをはがします）。
z別のメディアを使用してください。

zアダプターを使用していないときは“なし”
にしてください。
zブロアーブラシなどでほこりを払い、乾い
た柔らかい布などで軽くふいてください。

z連写を“OFF”にしてください。

zMEGA連写、サイクル連写以外の連写モー
ドにするか“OFF”にしてください。

zシーンポジションをモノクロにするか撮
影モードを変更してください。

zボイスメモを“OFF”にしてください。
z多重露光を“OFF”にしてください。

zMEGA連写以外の連写モードにするか、
“OFF”にしてください。

z感度を400以下に設定してください。

zストロボをポップアップしてください。
zストロボの充電が完了してからシャッター
ボタンを押してください。
z新しい電池か充電済みの電池と交換して
ください。

困ったときは ここをチェック こうしてください

z電池が消耗している。

z電池の向きが逆に入っている。
zACパワーアダプターが正しく接続され
ていない。

z電池が消耗している。

z気温が極端に低いところで使っている。

z電池の端子が汚れている。

z電池の端子が汚れている状態で充電した。

z長期間使用していなかった充電式電池
を、充電してから使った。

z充電式電池の寿命。

z電池が消耗している。

zオートパワーセーブになり電源が切れた。
zメディアが入っていない。
zメディアがフォーマットされていない。
zメディアに空き容量がなくこれ以上記録
できない。
zスマートメディアの接触面（金色の部分）
が汚れている。
zスマートメディアが誤記録防止状態になっ
ている。
zメディアが壊れている（CARD ERROR）。

zSET-UPのアダプター設定が“あり”に
なっている。
z外部AFセンサーが汚れている。

z連写が設定されている。

zMEGA連写、サイクル連写が設定されて
いる。

zシーンポジションの風景、スポーツ、夜
景、またはムービーに設定されている。

zボイスメモが設定されている。
z多重露光が設定されている。

zMEGA連写に設定されている。

z感度が800または1600（高感度撮影）
に設定されている。

zストロボが閉じている。
zストロボ充電中にシャッターボタンを押
した。
z電池が消耗している。

e故障とお考えになる前に、もう一度お調べください。処置を行っても改善
されない場合は弊社サービスステーションに修理をご依頼ください。
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ストロボ撮影できない。

ストロボの設定を制限さ
れて選べない。

露出補正を設定できない。

ストロボが発光したのに
撮影した画像が暗い。

ストロボ撮影した画像が
白っぽい。

画像がぼやけている。

画像に点状のノイズがあ
る。

カメラから音が出ない。

1コマ消去でコマが消せ
ない。

全コマの消去で、すべて
のコマが消せない。

スマートメディアのフォー
マットができない。

テレビに画像、音声が出
ない。

PC（パソコン）接続で、カ
メラの液晶モニターに撮
影画面が表示される。

カメラのスイッチを操作
しても正常に作動しない。

zシーンポジションを変更するか、撮影モー
ドを変更してください。
z連写を“OFF”に設定してください。
zスーパーマクロを解除してください。

zシーンに合わせた設定になるため制限さ
れます。ストロボの設定を重視するとき
は撮影モードを変更してください。

z撮影モードを変更してください。

zストロボ撮影可能距離内で撮影してくだ
さい。
zカメラを正しく構えてください。

z細い綿棒などで汚れを取り除いてくださ
い。

zレンズを清掃してください。
zマクロを解除してください。
zマクロを設定してください。

zAF/AEロック撮影してください。

zCCDの特性によるもので故障ではありま
せん。
zストロボの反射で雪やほこりが写ったも
ので故障ではありません。

z音量を調節してください。
z撮影/録音時はマイクをふさがないでく
ださい。
zスピーカーをふさがないでください。
zA/Vケーブルを外してください。

zプリント予約を“なし”に設定してくださ
い。
zプロテクトしたカメラでプロテクトを解
除してください。

z誤記録防止状態を解除してください（ライ
トプロテクトシールをはがします）。

z正しく接続しなおしてください。

z正しく接続しなおしてください。
zテレビの入力を「ビデオ」にしてください。
z音量を調節してください。

z正しく接続してください。

zPCの電源を入れてください。

z新しい電池か充電済みの電池と交換して
ください。
z電池、ACパワーアダプターをいったん
取り外して、再び取り付け直してから操
作してください。それでも復帰できない
ときは、弊社サービスステーションに修
理をご依頼ください。

困ったときは ここをチェック こうしてください

zシーンポジションの風景に設定されてい
る。
z連写が設定されている。
zスーパーマクロが設定されている。

zシーンポジションに設定されている。

z撮影モードがオート、シーンポジション、
マニュアルに設定されている。

z被写体が遠い。

zストロボ/ストロボ調光センサーに指が
かかっている。

zストロボ調光センサーが汚れで遮られて
いる。

zレンズが汚れている。
zマクロを設定したまま、遠景を撮影した。
zマクロを設定しないで、近距離を撮影し
た。
zオートフォーカスの苦手な被写体を撮影
した。

z気温が高い環境でスローシャッター（長時
間露光）撮影した。
z雪のときやほこりの多い環境でストロボ
撮影した。

zカメラの音量設定が小さくなっている。
z撮影/録音中にマイクをふさいでいる。

z再生中にスピーカーをふさいでいる。
zA/Vケーブルを接続している。

zプリント予約されている。

zコマがプロテクトされている。

zスマートメディアが誤記録防止状態になっ
ている。

zムービー再生中にA/Vケーブルを接続し
た。
zカメラとテレビの接続が間違っている。
zテレビの入力が「テレビ」になっている。
zテレビの音量が小さくなっている。

zPCまたはカメラに専用USBケーブルが
正しく接続されていない。
zPCの電源が入っていない。

z電池が消耗している。

zカメラの誤作動または予期しない状態に
なっている。
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yDC入力端子：専用ACパワーアダプターAC-5VH接続
yアクセサリーシュー：ホットシュー

yA/V OUT端子：ステレオミニミニ（φ2.5mm）ジャック

入・出力端子

主な仕様

システム
y型式：デジタルカメラ
y有効画素数：310万画素
y記録メディア：スマートメディア（3.3V仕様）

：マイクロドライブ
y記録方式
静止画：DCF準拠（Exif Ver.2.2 JPEG準拠、TIFF-RGB）/DPOF対応
動　画：DCF準拠（AVI形式 Motion JPEG）
音　声：Exif Ver.2.2音声ファイル規定準拠
y記録画素数（ピクセル）
2832×2128/2048×1536/1280×960/640×480
ハニカム信号処理により最大603万画素
y撮像素子：1/1.7型スーパーCCDハニカム
原色フィルター採用（総画素数：330万画素）

y撮像感度：ISO 160、200、400相当（800、1600）
yレンズ：スーパーEBC フジノン光学式6倍ズームレンズ
y焦点距離：7.8mm～46.8mm
（35mmカメラ換算：35mm～210mm相当）
yファインダー：0.44型　18万画素　液晶ファインダー
y露出制御：TTL64分割測光、プログラムAE（R・

>・B・N・M）、露出補正（B・N・M）可能
yホワイトバランス
R・>：フルオート
B・M・N：8ポジション可能　カスタムホワイトバラン

ス設定可能（2ポジション）

y撮影可能範囲
標準（広角側）：約50cm～無限遠
標準（望遠側）：約90cm～無限遠
マクロ：約10cm～約80cm
スーパーマクロ：約1cm～約20cm
yシャッター
R：可変速　1/4秒～1/2000秒

（メカニカルシャッター併用）
>：可変速　3秒（夜景のみ）～1/2000秒

（メカニカルシャッター併用）
B・M・N：可変速　3秒～1/1000秒

（メカニカルシャッター併用）
<：可変速　15秒～1/10000秒

（メカニカルシャッター併用）
y絞り：F2.8～F11 1/3EVステップ13段
yフォーカス：パッシブ方式外光センサー＋TTLコント

ラスト方式　オート/マニュアル
yセルフタイマー：タイマー時間　約2秒/約10秒
y消去方式：1コマ消去・全コマ消去・フォーマット（初期化）
y液晶モニター：1.8型　11万画素　低温ポリシリコンTFT
yストロボ：調光センサーによるオートストロボ
撮影可能距離　広角：約0.3ｍ～約5.4ｍ

望遠：約0.9ｍ～約5.0ｍ
発光モード：オート/赤目軽減/強制発光/スローシンクロ/

赤目軽減＋スローシンクロ

■メディア標準撮影枚数

画像1枚のファイルサイズ

MG-128S（128MB）
MK-1（340MB）

MK-2（1GB）

MG-64S（64MB）

MG-32S（32MB）

MG-16S（16MB）

MG-8S（8MB）

MG-4S（4MB）

53

147

443

26

13

6

3

1

113

311

938

56

28

13

6

3

275

765

2190

137

68

33

17

8

102

279

842

50

25

12

6

2

215

589

1729

107

53

26

13

6

204

566

1642

101

50

25

12

6

398

1119

3285

198

99

49

25

12

997

2729

8213

497

247

122

61

30

約112秒

約307秒

約925秒

約55秒

約27秒

約13秒

約6秒

約3秒

クオリティー

ピクセル
（記録画素数）

約2.4MB

FINE

約1.2MB

NORMAL

約460KB

BASIC

約1.3MB

FINE

約590KB

NORMAL

約620KB

FINE

約320KB

NORMAL

約130KB

NORMAL

―

4

約222秒

約609秒

約1833秒

約110秒

約55秒

約27秒

約13秒

約6秒

―

5

3 2832×2128
（約603万）

4 640×480
（約31万） ムービー2 2048×1536

（約315万）
1 1280×960
（約123万）

電源部、その他
y電源
アルカリ乾電池、ニッケル水素電池、または専用ACパワー
アダプターAC-5VH使用
y使用条件
温度0℃～＋40℃　湿度80%以下（結露しないこと）
y電池作動可能枚数

撮影枚数は常温でストロボ使用率50%の場合の、連続して撮影
できる目安です。ただし、カメラの使用環境温度や電池充電量の
バラツキによる変動があります。低温時では作動可能枚数が少な
くなります。

メディアの種類
アルカリ
乾電池

スマート
メディア

マイクロ
ドライブ

約200枚

約170枚

ニッケル水素電池
（フル充電時）
約250枚

約210枚 約280枚

約230枚

約180枚 約240枚

y本体外形寸法：
121mm×81.5mm×97.0mm（幅/高さ/奥行き）
＊付属品、突起部含まず
y本体質量：約500g（付属品、電池、スマートメディアま

たはマイクロドライブ含まず）
y撮影時質量：約600g（電池、スマートメディア含む）
y付属品：5ページをご覧ください。
y別売アクセサリー：78ページをご覧ください。

＊仕様・性能は、予告なく変更することがありますので
ご了承ください。使用説明書の記載の誤りなどについ
ての補償はご容赦ください。
＊液晶モニター、液晶ファインダーは非常に高精密度の
技術で作られておりますが、0.01%以下の画素で点
灯しないものや、常時点灯するものがありますので、
あらかじめご了承ください。

7

19

59

3

1

0

0

0

約18MB

HI

撮影枚数は被写体により多少の増減があります。かつ、撮影枚数はメディアの容量が大きくなるほど、標準
枚数との差が大きくなる場合があります。

電池の種類

液晶モニター使用時

液晶ファインダー使用時

液晶モニター使用時

液晶ファインダー使用時
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用語の解説

EV ：露出を表す数値で、被写体の明るさとフィルムやCCDなどの感度によっ
て決まります。被写体が明るければ数値は大きくなり、暗ければ数値は小
さくなります。デジタルカメラは被写体の明るさの変化に対して、絞りや
シャッター速度を調整することによりCCDに与える光量を一定にしてい
ます。
CCDに与えられる光量が2倍になるとEV値は＋1、半分になるとEV値
は－1変化します。

Exif（イグジフ） ：Exif（イグジフ）は、電子情報技術産業協会（JEITA）にて承認されたデジタ
ファイル形式 ルスチルカメラ用のフルカラー静止画像フォーマットです。TIFFやJPEG

との互換性があり、一般的な画像処理ソフトウェアで取り扱うことができ
ます。サムネイル画像やカメラ情報の記録方法も規定されています。さら
にフォルダー構造、フォルダー名についての規定を含めて、DCFがJEITA
規格になっています。

JPEG（ジェイペグ） ：Joint Photographic Experts Groupの略で、もとは画像圧縮の標準化
を推進している組織の名称。そこで標準化したカラー画像を圧縮して保存
するためのファイル形式です。圧縮率は選択できますが、圧縮率が高くな
るほど伸長（画像の復元）したときの画質は劣化します。

Motion JPEG ：画像と音声の両方をひとつのファイルで扱うためのファイルフォーマット
（モーション ジェイペグ） AVI（Audio Video Interleave）形式の1種類であり、ファイル内の画像

はJPEG形式で記録されています。
パソコンでは下記のソフトで再生できます。
Windows ：MediaPlayer ＊DirectX8.0以降必要
Macintosh：QuickTime Player ＊QuickTime3.0以降

VGA/QVGA ：PCのグラフィック標準のひとつであり、画像サイズが640×480ピク
セル/320×240ピクセルを表します。

WAVE（ウェイブ） ：音声を保存するためのWindowsにおける標準フォーマットで、拡張子は
“.WAV”です。
記録形式には非圧縮記録と圧縮記録があります。本機ではPCM記録を採
用しています。
パソコンでは下記のソフトで再生できます。
Windows ：MediaPlayer
Macintosh：QuickTime Player ＊QuickTime3.0以降

ホワイトバランス ：人間の目にはどんな照明のもとでも、白い被写体は白に見えるという順応
性があります。これに対してデジタルカメラなどでは、被写体周辺の照明
光の色に合わせて調整を行って初めて、白い被写体が白く撮影されます。
この調整をホワイトバランスを合わせるといいます。ホワイトバランスを
自動的に合わせる機能をオートホワイトバランスといいます。

スミア ：撮影画面内に太陽やその反射光など非常に明るい輝点があるときに、画像
に白いすじが写るCCD特有の現象。
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アフターサービスについて

保証書
y保証書はお買上げ店で所定事項の記入、および記載内容
をお確かめの上、大切に保存してください。
y保証期間は、お買上げ日より1年間です。この期間は保証
書の記載内容に基づいて無償修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

アフターサービス
■調子が悪いときはまずチェックを
本書の「困ったときは」をご覧ください。
使いかたの問題か、故障か迷うときは、弊社DIサポートセ
ンターへお問い合わせください。

■故障と思われるときは
弊社サービスステーションに修理をご依頼ください。送付方
法は、下記の中からお客様のご都合によりお選びください。
①お買上げ店にお持ちいただく
②弊社サービスステーションに宅配便等で送付いただく（送
付修理）
③弊社サービスステーションにお持ちいただく（持込修理）
なお、集配ルートの都合上、①の方法よりは、②もしくは
③の方法が、お預かりの期間は短くなります。
上記①③の場合の交通費、②の場合の送料などの諸費用は
お客様にてご負担願います。

■修理ご依頼に際してのご注意
y保証規定による修理をご依頼になる場合には、必ず保証
書を添付してください。なお、お買上げ店または弊社サー
ビスステーションにお届けいただく際の運賃などの諸費
用は、お客様にてご負担願います。
y修理品の持込修理/送付修理を弊社サービスステーション
に依頼される場合には「修理依頼票」をコピーしていただ

FinePix S602  修理依頼票
※弊社サービスステーションに故障品の送付あるいはお持込みの際には、お手数をおかけして申し訳ありませんが、
迅速・適切な修理をするために必要事項をご記入の上、製品に添付してください。
※下表の□は、該当する項目にチェック（�）を入れてください。

※本紙はコピーしてお使いください。

フ リ ガ ナ

お 　 名 　 前

ご 　 住 　 所 〒　　　―

修理品への添付

□保証書　　□スマートメディア（ MB） □電池
□（ ） □（ ）
□（ ） □（ ）

故障内容（故障時の様子や発生頻度、症状など具体的にご記入ください。）

お 見 積 も り

お見積もり連絡方法

□必要（修理金額　　　　　　　　　　　　　　円以上見積もり） □不要

□電話　□ファクス

電 話 番 号

ファクス番号

き、必要事項をご記入の上、製品に添付してください。
「修理依頼票」は故障箇所を正確に把握し、迅速な修理を
行うための貴重な資料になります。
y修理箇所のご指定のないとき、弊社では各部点検をはじ
め品質、性能上必要と思われるすべての箇所を修理しま
すので、料金が高くなることがあります。
y修理料金のお見積もりをご希望の場合は、「修理依頼票」
の「お見積もり」欄にご記入ください。ご指定のないとき
は、修理をすすめさせていただきます。
y落下・衝撃、砂・泥かぶり、冠水・浸水などにより、修
理をしても機能の維持が困難な場合は、修理をお断りす
る場合があります。

■修理部品の保有期間
本機の補修用部品は、製造打ち切り後8年を目安に保有して
おりますので、この期間中は原則として修理をお引き受け
いたします。

■交換した部品について
交換した部品は、今後の品質向上に役立てるため、弊社にて
引き取らせていただいております。交換部品が必要な場合
には、修理をご依頼されるときにその旨をお伝えください。

■修理料金の支払い方法について
①お買上げ店にお持ちいただいた場合
お持ちいただいたお店にご確認ください。
②弊社サービスステーションに宅配便等で送付いただいた
場合（送付修理）
修理完了品は代金引換となりますので、運送業者に直接
お支払いください。
③弊社サービスステーションにお持ちいただいた場合（持込
修理）修理完了品お引き取りの際、サービスステーション
窓口でお支払いください。

ボディ番号（機番）
保証書あるいは本体底面に記載してある
7桁もしくは8桁の番号です。修理お問い
合わせ時にご連絡ください。

No.
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■修理の受付は…
修理の受付は…
以下に送付修理・持込修理の受付場所を記載します。
修理品をお買上げ店へお持ちいただく場合よりもお預かりの期間は短くなります。

y【送付修理】：サービスステーションに直接ご送付いただく場合
・下記の7カ所のサービスステーションで受け付けております。送付時には、お手数ですが「修理依頼票」を添付して
ください。
・有償修理の場合の修理料金は代金引換となりますので、運送業者に直接お支払いください。
東　京：富士フイルムサービスステーション 〒105-0022  東京都港区海岸1-9-15  竹芝ビル TEL（03）3436-1315
札　幌：富士フイルムサービスステーション 〒060-0002  札幌市中央区北2条西4-2  札幌三井ビル別館 TEL（011）222-3973
仙　台：富士フイルムサービスステーション 〒980-0811  仙台市青葉区一番町4-6-1  仙台第一生命タワービル TEL（022）265-2149
名古屋：富士フイルムサービスステーション 〒460-0008  名古屋市中区栄1-12-19 TEL（052）202-1851
大　阪：富士フイルムサービスステーション 〒541-0051  大阪市中央区備後町3-2-8  大阪長谷ビル TEL（06）6260-0915
広　島：富士フイルムサービスステーション 〒732-0816  広島市南区比治山本町16-35  広島産業文化センター TEL（082）256-3511
福　岡：富士フイルムサービスステーション 〒812-0018  福岡市博多区住吉3-1-1 TEL（092）281-4863

y【持込修理】：サービスステーションにお持ちいただく場合
・上記7カ所のサービスステーションで受け付けております。お持ちいただく際には、お手数ですが「修理依頼票」を
添付してください。
・【受付時間】月～金午前9：00～12：00 午後1：00～5：40
・サービスステーションは、土・日・祝日・年末年始は休業させていただきます。その他夏期など休業させていただ
く場合があります。
・有償修理の場合の修理料金は、修理品お引き取りの際、サービスステーション窓口でお支払いください。
・本書に地図の記載がないサービスステーションは、弊社ホームページ（http://www.fujifilm.co.jp/）もしくはFinePixの
ホームページ（http://www.finepix.com/）をご覧ください。

・東京、大阪のフォトサロンは、上記7カ所のサービスステーションに加えて、修理品の受渡し業務のみを行ってお
ります。ただし、修理は行っておりませんので、お急ぎのお客様は、上記7カ所のサービスステーションにお持ち
ください。
東　京：富士フォトサロン 〒104-0061  東京都中央区銀座5-1  銀座ファイブ TEL（03）3571-9411
大　阪：富士フォトサロン 〒530-0001  大阪市北区梅田1-9-20  大阪マルビル TEL（06）6346-0222
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6番出口 

JR山手線浜松町駅北口下車　徒歩5分
TEL（03）3436-1315
【受付時間】
月～金　午前 9：00～午後5：40
土　　　午前10：00～12：00 午後1：00～4：00

✽土曜日は修理品の受渡し業務のみ行っております。

★東　京：富士フイルムサービスステーション

★大　阪：富士フイルムサービスステーション

地下鉄御堂筋線本町駅1番出口下車　徒歩5分
TEL（06）6260-0915
【受付時間】月～金　午前9：00～12：00 午後1：00～5：40

★名古屋：富士フイルムサービスステーション

地下鉄東山線伏見駅6番出口下車　徒歩5分
TEL（052）202-1851
【受付時間】月～金　午前9：00～12：00 午後1：00～5：40
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